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序 文

この研究成果シリーズは，農林水産技術会議が関係試験研究機関の研究協力を得て推進した特別研究，別

枠研究又は複数の試験研究機関が共同で推進したその他の農林水産関係の試験研究の成果を研究，行政等の

関係者に総合的かっ体系的に報告することにより，今後の研究及び行政の効率的推進等に資することを目的

として刊行するものである。

この第363集「オオタバコ方、の防除に関する研究Jは，農林水産技術会議の侵入病害虫の防除に関する研究

として，平成9年度から平成11年度までの 3年間にわたり，野菜・茶業試験場が中心となって草地試験場，

農業研究センター，四国農業試験場の協力を得て共同で実施した研究の成果をまとめたものである。

オオタバコガはアフリカ，ヨーロッノf，アジア，オーストラリアにかけて広く分布し，ワタの害虫として

著名であったが，我が国では害虫として問題になることはほとんどなかった。ところが，猛暑の夏であった

1994年以降，関東以西の各地の多くの作物(トマト，レタス，オクラ，ナス，キクなど)で発生し，大きな

問題になった。オオタバコガは幼虫が植物の成長点，菅，果実などに食入し，食べ尽くすと次々にわたり歩

くため，数が少なくても，被害は大きい。植物体内に入るため，薬剤のかかりが悪いことと，老熟幼虫は薬

剤感受性が低く，抵抗性も発達しているので，薬剤による防除は困難で、ある。

本研究では分子生物学的手法を用いた系統分類，休眠性の変異，有効天敵の解明，性フェロモンの利用，

紫外線トラップの利用などで，総合防除確立に向けた多くの成果が得られた。この研究成果は，今後におけ

る農林水産関係の試験研究及び行政を推進する上で貴重な知見を与えるものと考え，ここに本書を刊行し，

広く関係者の参考に供する次第である。

終わりに，この研究を担当し推進された方々の労に対し，厚く感謝の意を表するとともに，本研究の推進

に当たって貴重な情報や意見をいただいた岡山大学，兵庫県，鹿児島県等の関係者に厚くお礼申し上げる。

平成13年 2月

農林水産技術会議事務局長

小林新一
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研 究の要約

I 研究年次・予算区分

研究年次:平成 9年度-11年度(3ヶ年)

予算区分:侵入病害虫の防除に関する研究

II 主任研究者

主査:野菜・茶業試験場長

天野正之

(平成 9年 3月-11年10月)

中村浩

(平成11年10月-12年 3月)

副主査:野菜・茶業試験場環境部長

手塚信夫

取りまとめ責任者:野菜・茶業試験場

環境部上席研究官浜村徹三

凹研究場所

野菜・茶業試験場

草地試験場

農業研究センタ一

四国農業試験場

IV 研究目的

オオタノてコ庁、はアフリカ， ヨーロツノf，アジアか

らオーストラリアにかけて広く分布し，アジアでは

日本，韓国，中国，フィリピン，タイ，インド等か

ら記録がある。本種はワタの害虫として著名である

が，寄主植物の範囲は広く，長距離移動することも

知られている。我が国では近縁種のタバコ yゲはピー

マン等の害虫として問題であったが，オオタバコガ

は問題になることはほとんどなかった。

ところが， 1994年に西日本各地の多くの作物(エ

ンドウ， トマト， レタス， オクラ， 占キ「ク， ノパてラ， カ

一ネ一シヨン等)でで、オオ夕パコカ

した(吉松， 1995) 0 1994年と95年の夏は異常な高温

少雨の年であり，両年ともオオタバコガの多発生が

認められた。 1996年は平年並みの気候になり，被害

は大きな問題にならなかったが，フェロモントラッ

プによる調査では，かなりの数が誘殺され，恒常的

な発生になるものと考えられた。

本種の産卵はヨトウガ類のように卵塊ではなく，

1 

1卵ずつ産まれる。ふ化幼虫は植物体内に潜入する

性質があり，果実や膏を 1個体が次々に食害したり，

キャベツやレタスでは芯を食害するため，生育が停

止し被害は致命的で、ある。このような性質のため，

薬剤のかかりが悪く，薬剤抵抗性の発達もあって，

各種作物で難防除害虫になっている。

本研究では，オオタバコガの系統の分析，生理生

態の解明により，近年の多発生の原因究明と，化学

的，生物的，物理的およびフェロモンによる防除法

の確立に取り組む。

V 研究方法

1 オオタバコガの系統および分類学的解明

形態的に識別の難しいタバコガ類幼虫を迅速で、，

正確に同定するため，分子生物学的方法を用いた新

しい同定法を開発する。この方法も活用して， これ

まで混乱してきたタバコヌゲ類の寄主植物を解明す

る。また，我が国におけるタバコカ、、類の分布および

各地域聞のオオタバコガの DNAの変異を明らかに

する。

2 タバコガ類の生理生態の解明

フェロモントラップによる誘殺数を調査し，発生

消長や年次変動を明らかにする。また，同様の調査

を行っている府県にアンケート調査を行い，全国的

な発生状況を明らかにする。オオタバコカ、、の休眠性

を，鹿児島，長野，つくばの 3系統間で比較し，発

生源の異同などを検討する。

3 化学的防除技術の開発

簡易なオオタバコ方、の薬剤感受性検定法を開発す

るため，人工飼料を用いた幼虫試験法を検討する。

それによって，幼虫のステージ別感受性の差異の解

析，有効薬剤の探索を行う。

4 生物的防除素材の開発

(1) フェロモントラップによる成虫捕獲やスイー

トコーン圃場における幼虫調査を行って、オオタバ

コ方、の発生生態を明らかにするとともに、卵期・幼

虫期の天敵調査を行う。

(2) オオタバコガ防除に有効な病原性ウイルスを

探索するため，ヤガ科害虫数種からそれぞれ分離さ

れた核多角体病ウイルスならぴに頼粒病ウイルスの



接種実験を行い，オオタバコ yゲ幼虫に対する病原性

を調べる。

(3) 試験に供試するオオタバコガの飼育を効率化

するため，交尾・採卵容器を試作し，他種害虫で用

いられている卵消毒法や飼育容器の導入を試みる。

5 自然条件下における寄生性天敵の探索

オオタバコ方、の生物的防除素材を開発するため，

野外におけるタバコ庁、類幼虫の寄生性天敵の種類と

寄生実態を明らかにし，有望な寄生性天敵を探索す

る。有望な天敵として幼虫寄生蜂ギンケハラボソコ

マユパチが選定されたので，代替寄主による飼育法

の検討，発育速度有効積算温度を明らかにすると

ともに，天敵としての資質を評価するため成虫の産

卵曲線，長期保存を想定した成虫の生存曲線を明ら

かにする。

6 生理活性物質および物理的防除資材等による防

除法の開発

施設栽培ピーマンにおけるオオタバコァゲの環境保

全型防除技術を開発するために，成虫侵入防止のた

めの防虫ネットをハウス関口部に張り，性フェロモ

ン交信撹乱剤を用いた交尾阻害による防除効果，紫

外線トラップを用いた成虫捕獲による防除効果およ

び紫外線トラップと寄生蜂ギンケハラボソコマユパ

チを組み合わせた防除効果を明らかにする。

VI 研究結果

1 オオタバコガの系統および分類学的解明

(1) タバコカ、、類の幼虫識別法の開発

オオタバコカ、、とタバコガを識別するための方法と

してミトコンドリア DNAの16SrRNA遺伝子の一

部領域の PCR-RFLPについて検討した。増幅され

た557bpのPCR産物の塩基配列を決定し，種の識別

に利用可能な制限酵素を推定したところ，これら 2

種は増幅産物の MseIおよび VゆI処理により識別

できると考えられた。日本各地で幼虫を採集し，こ

れらの室内飼育で得られたオオタバコガ成虫 9個体

群161個体標本およびタバコガ成虫 6個体群66個体

標本の PCR産物の MseIおよび VsρIによる

RFLPパターンを調べた結果，バンドパターンは全

ての個体で外部形態による同定結果と一致してお

り， PCR-RFLP.による種の同定の有効性が示され

た。さらに，本方法は卵，幼虫，成虫のどの発育ス

テージにおいても有効でPあることも分かった。

(2) タバコか類の寄主植物の解明

従来の形態での同定に加え，今回初めて分子生物

学的方法も応用した同定法を用いてタバコ庁類の寄

主植物の調査をした。タバコガの寄主植物としてナ

ス科のピーマン，タバコ，ホオズキが確認され，オ

オタバコがで、は，新たなものも含めて多数の寄主植

物が判明した。

(3) オオタバコカ、、の分布と系統の解明

日本各地のタバコ圃場から採集したタバコガ類幼

虫534個体について個体ごとの PCR-RFLPパター

ンを調べたところ，オオタバコガとタバコ庁の各地

域でおの出現率が分かった。沖縄県と岩手県ではオオ

タバコカ、、型のバンドパターンが顕著に高い出現率を

示したが，一方，福島県，岡山県ではオオタバコガ

型のバンドパターンの出現率は著しく低く，山形県，

栃木県では検出きれないなど、地域によって大きな

差が認められた。また，沖縄県石垣市のサンプルで

は近隣地域でも調査地点によって種の構成比に大き

な差があった。オオタバコカ、、の mt-DNAの CytB

の一部領域と核rDNAの28Sの一部領域の塩基配

列を日本数カ所，中国2ヶ所で、採集した個体について

調べたが，地理的変異は特には見い出せなかった。

2 タバコガ類の生理生態の解明

(1) 三重県における発生量の年次変化

平成 8年のキャベ、ソほ場のフェロモントラップに

はオオタバコガ、が年間181個体誘殺されたが，年を追

って減少傾向で，平成10，11年にはそれぞれ19，25 

個体であった。タバコ yゲは平成 9年に224個体で最も

多かったが，少ない年でも50個体前後で安定してい

た。

(2) アンケートによる全国発生調査

オオタバコガのフェロモントラップ当たりの年間

総誘殺数の全国平均は平成 8-10年の 3年聞は220

個体弱で極めて安定していたが，平成11年には144個

体で減少傾向が認められた。タバコァゲは平成10年に

130個体であった他は90個体前後で安定していた。タ

バコyゲ類の発生消長ノfターン，被害作物等が明らか

になった。

(3) オオタバコカ、、の休眠性

鹿児島系統は200C，短日条件で飼育しても休眠率

は極めて低かった。しかし，若齢幼虫期の10日間を

13L以上の長日に置き，以後を12L以下の短日に置

いた場合は踊の休眠率は高くなった。長野系統は日
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長の変化がなくても13L以下の短日で育っと高い休

眠率を示した。つくば系統は死亡率が高く，休眠率

もややふれたが鹿児島と長野の中間の休眠性を示し

た。以上のような休眠性の重大な違いは， 1994年以

降に獲得した性質とは考えにくく，系統の起源が違

っていたことによると考えられる。

3 化学的防除技術の開発

若齢幼虫に対し，実用濃度で100%の死亡率を示し

た薬剤は，クロルフェナピル剤，エマメクチン安息

香酸塩剤，フルフェノクスロン剤，スピノサド剤で，

古くから使用きれてきたアセフェート剤， NAC剤，

メソミル剤は，ほとんど効果がなかった。若齢幼虫

に有効な薬剤でも，老齢幼虫では効果が低下した。

4 生物的防除素材の開発

Meteorusρulchricornisとタバコアオムシヤドリノて

チ Campoletischlorideaeの寄生率が高く，土着の有

望な天敵と考えられた。

(2) 四国地域で採集されたギンケハラボソコマユ

パチは雌成虫のみが羽化し，交尾することなく雌卵

を産む産雌単為生殖系統であった。この系統は両性

生殖系統に較べ雌成虫の大量増殖が容易であり，天

敵素材として優れた特性を持っている。

(3) オオタバコヌゲ幼虫は共食いが激しく，寄生蜂

の飼育には適していない。そこで，集合飼育が容易

なハスモンヨトウ幼虫を代替寄主として寄生蜂を飼

育したところ，オオタバコガ幼虫における発育期間

と有意差は認められず，代替寄主で飼育が可能で、あ

った。

(1) 1997-1999年の 3年間に渡って農業研究セン (4) 寄生蜂ギンケハラボソコマユパチの発育零点

ター圃場(つくば市)にオオタバコガのフェロモン は約10
0

C，有効積算温度は239日度であった。成虫は

トラップを設置したが，捕獲数は1997年の30個体が • 150

Cでは約30日にわたって約150卵， 20-25
0

Cでは約

最多で，その後年々減少した。天敵調査の結果，卵 100.iiJsを産下した。

期の天敵として Trichogrammasp.が，幼虫期の天

敵としてタバコアオムシチビアメパチ Canψoletis

chlorideae，ギンケハラボソコマユパチ Meteorus

ρulchricornisならびに緑きょう病菌が確認された。

(2) 接種実験の結果，オオタバコガ、核多角体病ウ

イルス (NPV)，ヨトウ yゲNPV，シロモンヤガ

NPV， Helicoveゆazea NPVがオオタバコカ、、に感染

性を示すことが確認されたが，シロモンヤグ頼粒病

ウイルス (GV)は感染性を示さなかった。数種のヤ

ガ科幼虫において NPVの感染力を強化する作用を

示すシロモンヤ方、GV頼粒体由来のタンパク質を

オオタバコ方、 NPVとヨトウガ NPVのそれぞれの

多角体に添加してオオタバコカ、、幼虫に接種すると，

多角体単独接種に比べて NPV感染率が著しく上昇

することが確認された。

(3) ヨトウガ、等で用いられている卵の消毒法なら

びにハスモンヨトウで用いられている連結型育苗ポ

ットを用いた個別飼育法がオオタバコガにも適用可

能であることを明らかにした。試作した交尾・採卵

容器の使用によって，採卵を効率化することができ

た。

5 自然条件下における寄生性天敵の探索

(1) タバコグ類の幼虫寄生性天敵として 3種の寄

生蜂 2種の糸状菌および 1種のウイルスが確認さ

れた。このうち寄生蜂ギンケハラボソコマユパチ

(5) 成虫にショ糖液を与えて飼育したところ，

10
0

C温度条件では100日間保存しても産卵能力を保

持しており，寄生蜂の長期保存が可能で、あった。

6 生理活性物質および物理的防除資材等による防

除法の開発

(1) 性フェロモン交信撹乱剤をハウス内に設置す

ると対照区に較べ交尾率を有意に低下させることが

できるが，交尾を完全に抑えることは困難で、あり，

次世代幼虫が発生した。他の防除手段と組み合わせ

て防除効果を上げる必要がある。

(2) 紫外線トラップによってハウス内放飼成虫は

放飼後2晩目までに捕獲された。雌成虫の捕獲率は

60-70%であった。 Jolly-Seber法により推定した

日当たり雌成虫の生存率が約70%程度であることか

ら未交尾雌成虫はほとんど交尾することなく紫外

線トラップに捕獲されるものと思われた。一方，既

交尾成虫は捕獲されるまでのわずかな時間に卵を産

みイ寸けることカf明らかになった。

(3) 幼虫寄生蜂ギンケハラボソコマユパチは紫外

線トラップに捕獲されず，紫外線トラップ設置ハウ

スでも天敵として機能することが明らかになった。

幼虫発生初期に放飼した寄生蜂の幼虫寄生率は26.4

%であり，寄生蜂放飼世代のオオタバコ方、幼虫の被

害を顕著に低下させることは困難で、あったが，次世

代成虫の発生量を抑制した。
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研究室別年次計画表

研究項目 研究年次 担当場所 研究内容

9 10 11 

系統及び分類学的解明 o 0 草地試 分布と系統解明

o 0 (害虫制御研) タバコガ類の寄主植物の解明

O タバコガ類の幼虫識別法

生理生態の解明 o 0 野菜茶試 発生消長調査

o 0 (上席研究官) 越冬特性調査

化学的防除技術の開発 000  野菜茶試 薬剤抵抗性の検定

(上席研究官)

生物的防除素材の開発 o 0 農研センタ 卵寄生蜂の探索と活用

o 0 (虫害研) 昆虫病原ウイルスの探索と活用

o 0 四国農試 自然条件下の寄生性天敵の探索

(病虫害研)

その他の資材による o 0 四国農試 生理活性物質の利用

防除法の開発 o 0 

」一

ハウス内で発生した次世代成虫に対して紫外線ト

ラップによる成虫の捕獲が有効で、あり，紫外線トラ

ップのみでもピーマンの被害果率を顕著に低下させ

ることができ，寄生蜂を組み合わせることによって，

より安定した防除効果が得られた。

VII 今後に残された問題点

l オオタバコガの系統および分類学的解明

タバコカ、、類幼虫において mt-DNAの16SrRNA 

遺伝子の一部領域の PCR-RFLPを行った際に，典

型的なオオタバコカ、、型，タバコガ型とは異なる 2つ

の変異型がごく低頻度で検出された。この変異型の

うち 1つは成虫の外部形態によりタバコ庁、と同定で

きたが， もう 1つの変異型については今後材料を得

て再検討する必要がある。また，我が国に分布する

オオタバコガの種内変異解析のためには，今回検討

出来なかった遺伝子の領域をさらに調査する必要が

(上席研究官・ 物理的防除法

病虫害研)

ある。

2 タバコガ類の生理生態の解明

オオタバコ yゲの発生は全体としては減少傾向にあ

るが，地域によっては多発生が持続しているので，

今後も突発的な発生に対して注意が必要で、ある。休

眠性の変異については，さらに数地点系統を検討す

る必要がある。

3 化学的防除技術の開発

新じい系統の薬剤を中心に有効な薬剤が登録さ

れ，使用されるようになったが，今後これらの薬剤

に抵抗性が発達しないか，慎重に見守る必要がある。

また，老齢幼虫への効果は高くないので，生物的防

除や物理的防除法も取り入れた総合的な防除を心が

ける必要がある。

4 生物的防除素材の開発

オオタバコカ、、の IPM推進のためには1)発生予察

法の開発， 2)防除技術の開発， 3 )IPMの実証試験
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が必要で、ある。発生予察法の開発のためには，全国

の多数の地点で，気象条件とフェロモントラップ捕

獲数，幼虫発生数等のデータを蓄積し，これをもと

に発生時期と発生量の解析を進めなければならな

い。本研究によって，卵寄生蜂，幼虫寄生蜂，病原

性ウイルス等の天敵の存在が明らかにされたが，今

後は個々の天敵の特性解明を行い，防除素材として

の有効性が認められたものについては実用化に向け

た試験を行っていく必要がある。

5自然条件下における寄生性天敵の探索

ギンケハラボソコマユパチの代替寄主による飼育

法，成虫の寿命や産卵数，低温下における成虫の長

期保存の可能性等の検討から，本種はオオタバコが

幼虫の生物防除素材として優れた特性を持っている

ことが明らかになった。本寄生蜂の利用によるオオ

タバコカ、、の防除効果と他の防除手段を組み合わせた

環境保全型防除技術の体系化を図る必要がある。第

6章では施設栽培ピーマンにおける成虫侵入防止ネ

ット，施設内の成虫を捕獲する紫外線トラップと本

寄生蜂を組み合わせた防除技術の体系化実証試験を

行つ。

6 生理活性物質および物理的防除資材等による防

除法の開発

紫外線トラップと寄生蜂を組み合わせることによ

って，オオタバコガの次世代幼虫による被害を防止

することが可能となった。この結果は，本寄生蜂に

とっては不適な夏の高温期に実証された。冬季のハ

ウス栽培においては，寄生蜂の産卵活動はより活発

になることが予想される一方，紫外線トラップの効

果は落ちるので，冬季での被害防止効果の調査が必

要である。また，オオタバコガ幼虫は果実や花き類

の菅に潜る習性ががあるので，寄生蜂の行動習性を

解析するとともに，放飼密度，放飼時期を検討し，

効率的な寄生蜂の利用技術を開発する必要がある。

四I研究発表

1)浜村徹三・末永博 (1997)三重県におけるタパ

コガ類のフェロモントラップによる発生消長調

査.応動昆第41回大会講要 p.62.

2 )浜村徹三 (1998)オオタバコガの最近の発生動

向と被害 アンケート調査の結果から一植物防疫

52(9) : 407-413. 

3 )浜村徹三 (1999)オオタバコガの害虫化(最近

の発生様相).農業技術 54(7) : 315-320. 

4 )浜村徹三 (1999)全国的にみたオオタバコガの

最近の発生様相.第 4回農林害虫防除研究会報

告 1-10.

5 )浜村徹三(2000)全国的に見たオオタバコがの最

近の発生状況.植物防疫 54(7) : 278-286. 

6 )長坂幸吉・高篠賢二・小林秀治・岡田忠虎 (1999)

オオタバコカ。幼虫寄生性天敵の探索.応動昆第43

回大会講要 p.16. 

7) Nagasaka K.， K. Takashino and T. Okada 

(投稿中)Laboratory biology of a uniparental 

strain of Meteorus pulchricornis (Hymenopter-

a : Braconidae) obtained from Helicoverpa 

larvae (Lepidoptera N octuidae) in Shikoku， 

J apan. Bulletin of Entomological Research 
8 )大類幸夫・松沢春雄・小池芳昭・吉松慎一 (2000)

オオタバコ方、とタバコ yゲの PCR-RFLP法による

識別および日本のタバコ圃場におけるオオタバコ

ガの発生調査への応用.応動昆 44 : 73-79. 

9 )高篠賢二・小林秀治・岡田忠虎 (1998)四国地

域におけるオオタバコガ・タバコyゲの幼虫寄生性

天敵の探索.四国植防 33 : 49-55. 

10)吉松慎一 (1997) タバコガ類幼虫の体色変異.

日本昆虫学会関東支部第35回大会.

11)吉松慎一・大類幸夫 (1999)ヤカ、、科タバコガ類

のDNA解析. 日本鱗麹学会第46回大会講要 p. 

22. 

IX 研究担当者

第1章:吉松慎一*(草地試験場*現在，農業環境技

術研究所)

第2章:浜村徹三(野菜・茶業試験場)

第3章:浜村徹三(野菜・茶業試験場)

第4章:後藤千枝・平井一男本(農業研究センター〆

現在，農業生物資源研究所)

第5章:高篠賢二*・長坂幸吉・小林秀治・岡田忠虎**

(四国農業試験場*現在，東北農業試験

場**現在，退官)

第 6章:長坂幸吉・高篠賢二*・小林秀治・岡田忠

虎**・大矢慎吾 (四国農業試験場*現在，

東北農業試験場**現在，退官)

研究担当者以外の推進会議参画者

岡山大学 藤崎憲治
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農業環境技術研究所 斉藤 修

兵庫県農業試験場

鹿児島県農業試験場

八瀬順也

上和田秀美

福田 修

X 取りまとめ責任者あとがき

オオタノてコ庁、はアフリカ， ヨーロツノf，アジア，

オーストラリアにかけて広〈分布し，ワタの害虫と

して著名であるが，我が国では害虫として問題にな

ることはほとんどなかった。しかしながら， 1994年

以降，関東以西の各地の多くの作物(トマト・レタ

ス・キク・パラなど)で発生し，大きな問題になっ

た。本研究で、は系統分類学への分子生物学的手法の

導入，全国の発生状況の把握，被害作物の判明，休

眠性の変異，有効薬剤の探索，有効天敵(寄生蜂・

ウイルス等)の解明，性フェロモンの利用，紫外線

トラップの利用などで，総合防除法の確立に向けた

多くの有効な成果が得られた。しかし，まだ残され

た問題点もあり，今後一層の研究の進展が望まれる。

なお，本研究の推進会議に出席された大学・県関

係者からも多くの研究成果が発表され，各年度の会

議資料に収録させていただいた。本成果集は研究担

当場所の成績を取りまとめたため，それらを割愛さ

せていただいた。ご協力に対して，心から感謝申し

上げる次第である。

(野菜・茶業試験場環境部上席研究官)

浜 村徹三
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第 1章 オオタバコガの系統および分類学的解明

l タバコガ類の幼虫識別法の開発

ア研究目的

オオタバコカ、、 Helicovertaarmigera (H込bner)は

近縁のタバコ方、 Helicovertaassulta (Guenee)と外

部形態が酷似しており，特に幼虫ステージでの識別

は難しい。このために野外において食害中の幼虫を

直接同定して両種の寄主植物の範囲を特定したり，

広範囲な地域におけるオオタバコヌゲの地理的分布状

況および被害植物でのオオタバコガとタバコカ、、幼虫

の構成比等の生態的知見を得ることは困難な状況と

なっていた。これまでは，野外から採集された幼虫

の識別には、室内での個別飼育によって得られた成

虫の外部形態の詳細な観察を行わなければならず，

時聞がかかり不便で、あった。

オオタバコガは，我が国においては近年重要害虫

化したばかりで，これまではそのような生態的知見

の集積は少なかった。そこで，早急に有益な生態的

知見を集積するためには，昆虫の発育ステージに関

わらず迅速性が高く正確に種を同定できる新しい技

術を開発する必要がある。

イ研究方法

オオタバコカ、、とタバコカ、、を識別するための方法と

して， ミトコンドリア DNAの16SrRNA遺伝子の

一部領域の PCR-RFLPについて検討した。

1) PCR法による DNAの増幅

PCR-RFLP法によるバンドパターンをタバコガ

とオオタバコ yゲを識別するための基準として利用す

るには，種が特定されている多数の個体を用いた解

析を実施し，パジドパターンの種内変異および種間

差についてあらかじめ情報を得ておく必要がある。

そこで，まず本研究では， 日本各地のさまざまな

地点よりタバコガ類の幼虫を採集し，これらの室内

飼育によって得られた成虫標本を外部形態によって

同定した。これら同定済みのオオタバコガ成虫 9個

体群161個体(福島県・栃木県・石川県・広島県・高

知県・福岡県各 1ヶ所と沖縄県 3ヶ所)およびタバ

コガ成虫 6個体群66個体(福島県・栃木県・高知県

各 1ヶ所と沖縄県 3ヶ所)の乾燥標本(室温で最高

2年間保存)を用い，個体ごとに触角あるいは脚の

一部から鋳型 DNAを調整した。

さらに，発育ステージおよび雌雄の違いによる

PCRの増幅結果および、RFLPパターンの差違の有

無を確認するため，栃木県小山市で採集したタバコ

ヌゲを室内飼育することで得られた生きた卵10個体，

生きた 1齢幼虫10個体， 99.5%エタノール浸けの終

齢幼虫10個体，雄成虫乾燥標本5個体，雌成虫乾燥

標本 5個体を対象として鋳型 DNAを調整した。

調整した鋳型 DNAをDrosoPhilayaku仰の塩基

配列に基づくプライマーを用いた PCRによって16

SrRNA遺伝子の一部領域を増幅した。供試したこ

のプライマーは Xiongand Kocher (1991)が設計し

たもので，センスプライマー (16SAr)の配列は5'

-CGCCTGTTTATCAAAAACA T-3'，アンチセン

スプライマー(16S Br)の配列は 5'-

CTCCGGTTTGAACTCAGATC-3'である。 PCR

はチューブゃ当たり 25μlの容量で行い，反応液の組成

は100μMのdNTP，0.1μMの各フ。ライマー，1.0UTaq 

DNAポリメラーゼ(宝酒造)および緩衝液(10mM

Tris-HCl (pH8. 3)， 50mM KCl， 1.5mM MgC12)とし，

I反応当たり 5μlの鋳型 DNA溶液を加えた。反応

は，プログラムサーマルサイクラー(PTC-100，MJ 

Research)を用いて行い， 94
0

Cで1分， 48
0

Cで1分，

70
0

Cで2分のサイクルを35回繰り返した後， 72
0

Cに

5分間保った。

2 )増幅した DNAの塩基配列の決定と制限酵素

による消化

PCR-RFLP法によるタバコ方、とオオタバコ yゲの

識別に利用可能な制限酵素を推定することを目的と

して，各種 1個体から得られた PCR産物の塩基配

列を比較した。福島県西会津町から採集したタバコ

カ、、および沖縄県城辺町から採集したオオタバコガの

成虫各1個体の触角から鋳型 DNAを調整し， PCR 

を行った。得られた増幅産物は 1% Seakem GTG 

アガロースゲル (FMCCorp.)を用いた電気泳動に

より分離し，目的とする DNA断片をゲルから切り

出した後， EASYTRAP Ver. 2 (宝酒造)を用いて

精製した。この DNAを鋳型 DNAとし， Dye Ter-

minator Cycle Sequencing Kit (ABI)と自動DNA

シーケンサー (ABI377)を用いて塩基配列を決定し

た。
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決定した塩基配列から制限酵素 MseIおよぴ

V.sρ1 (BRL Life Technologies)で処理した RFLP

パターンにより，タバコガとオオタバコカ、、の識別が

可能と推定された。そこで各個体から得られた PCR

産物についてそれぞれの制限酵素で処理した後，電

気泳動を行い， RFLPパターンを調べた。

ウ 結果および考察

1) PCR法による DNAの増幅

D. yakubaの塩基配列に基づくプライマーを用い

たPCRによって， 16S rRNA遺伝子の一部領域を

増幅することが可能となった。

日本各地で幼虫を採集し，これらの室内飼育で得

られたオオタバコ yゲ成虫 9個体群161個体標本およ

びタバコ方、成虫 6個体群66個体標本の PCR産物

は，アガロースゲル電気泳動で同一サイズの 1本の

DNAノてンドを示した。

また，発育ステージおよび雌雄の違いがあっても，

いずれの場合も同一サイズの DNAバンドが増幅さ

れた。

2 )増幅した DNAの塩基配列の決定と制限酵素

による消化

増幅した DNAの長きは，ターゲットとなる

DNAの517bpにプライマーの長さを加えた557bp

に一致した。プライマ一部分を除く領域の塩基配列

を図 1-1に示した。オオタバコガとタバコガの間

では， 98.5%の高い塩基配列の相向性が認められた。

臨 1: GTCTπTTGT AAATAATATA AAGTCTAATC T即 CACTGATIIMTT AI!..品川町GCAGTATITTGA 
m 1: 

71 : CTGTACAAAG GTAGCATAAT CATTAGTCAT江!!TTGATGACTTGTATGA AAGATTGGAT GAGATATATA 
71: ・・・・・・・・・・ .......... ・・・・・・・・・・ ムニム・・・・・・ .......... .. ........ ..A・・・・・・・

141 : CTGTCTC!Iι..!TTATAATAT AAAATTTAAT TTTTTA唱llAAAGCTAAAATAAAIIMA AAGACGAGAA 
141ぃ・....・ H ・T....・H ・...…ニ…・・・ュー...・ H ・-・濯機ムムム・

211 : GA悶 TATAGAGTTTTATAA ATTATATTTA IIMGATTAT TTATAAAT江.M.TAA江掛 ATAA在地T
211 : ・H ・H ・・・・ ・……...… ...A・・・ぷニム・・…・ ・・・・・・・経謡溢議・・斗ぷ ιι・

281 : !lli口TGTT白百回目ACHAAAAATAAAA ATAACTTTTT TIIMTT臥ACATAAATAAG TGAATAATTG 
281 : ぷJ ・・・・・ ........... ・・・-・・・・・・ ... ....... ...T. .AA.. • 

351 : AT∞'AATATT ATTGATTATA AGAAAAAATT A∞TTAGGGA TAACAGCGTA ATTTTTTTTT TTAGlTCATA 
351 

421 : TAAAAAAAAG ιGTTTGCGAC CTCGATGTTG GAIIMGATA AAAT立!!ATGCAGAA町江.M.AATTTTTG 
421 

491 : ATCTぽTCGATCAIIMAAT CTTACAT 
491 

図1-1 タバコ方、とオオタノてコカ。の mtDNAの16S

rRNA遺伝子の一部領域の塩基配列点は同

じ配列を示す。網掛け部分は VstIでの，二

重下線は MseIでの認識部位を示す。 ass:

タバコガ， arm:オオタバコヌゲ

これらの塩基配列をもとに各種の制限酵素の認識部

位を推定した結果，MseIおよび、 VspIによる RFLP

パターンに明確な種間差が存在することが明らかに

なった(表 1-1)。

日本各地で幼虫を採集し，これらの室内飼育で得

られたオオタバコ方、成虫 9個体群161個体標本およ

び、タバコ Pゲ成虫 6個体群66個体標本の PCR産物の

MseIおよび VspIによる RFLPパターンを調べた

結果，いずれの種でも個体変異は観察されず，どの

個体も塩基配列から推定された種特異的なバンドパ

ターンを示した。オオ夕パコカ

処理でで、は， 278bp， 212bpおよびち7bpの3本のバン

ド，MseI処理では， 172bpに1本， 65bp以下に多く

のバンドを持つパターンを示した。タバコカ、、の PCR

産物は， V.sρIでは消化されず557bpの単一のバンド

パターンを示し，MseI処理では， 131bpに1本， 62 

bp以下に多くのバンドを持つパターンを示した。ま

た，タバコカ、、では異なった発育ステージや雌雄成虫

間でPCR産物の MseIおよび VゆIによる RFLP

パターンに差違は認められなかった。

これらのことから，オオタバコガとタバコ yゲの簡

易な同定法として，ミトコンドリア DNAの16S

rRNA遺伝子の一部領域の PCR-RFLP法が広く

活用できることが示唆された(大類ら， 2000)。

エ 要 約

オオタバコガとタバコガを識別するための方法と

して， ミトコンドリア DNAの16SrRNA遺イ云子の

一部領域の PCR-RFLPについて検討した。これら

2種から増幅された557bpのPCR産物の塩基配列

を決定し，種の識別に利用可能な制限酵素を推定し

た。その結果，これら 2種は増幅産物の MseIおよび

V.sρI処理により識別できると考えられた。日本各地

で幼虫を採集し，これらの室内飼育で得られたオオ

表 1-1 タバコ yゲとオオタバコカゃの mtDNAの168
rRNA遺伝子の一部領域の PCR産物の

Vゅ1，MseI処理後の DNA断片長(bp)

制限醇棄名
種 名

オオタバコガ タバコガ

Vsp I 278，212，67 消化せず

Mse I 172，65，62，52，45，33， 131，62，52，47，45，41， 
25， 18， 14， 14， 12， 12， 33，25，18，18，14， 

10，7，7，5，4 12，12，10，7，7，5 
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タバコカ、、成虫 9個体群161個体標本およびタバコ yゲ 表 1-2 我が国で確認できたオオタバコガの寄主植

成虫 6個体群66個体標本の PCR産物の MseIおよ 物

ぴ VspIによる RFLPパターンを調べた結果，バン

ドパターンは全ての個体で外部形態による同定結果

と一致しており， PCR-RFLPによる種の同定の有

効性が示された。さらに，本方法は卵，幼虫，成虫

のどの発育ステージにおいても有効で、あることも分

カミった。

2 タバコガ類の寄主植物の解明

ア研究目的

オオタバコガは以前はマイナーな害虫であった

が， 1994年以降は我が国で多発生が続き，重要害虫

と考えられるようになった(吉松， 1995) 0 I農林有

害動物・昆虫名鑑J(1987)によると，オオタバコ力、

の寄主植物として，ナス， トマト， トウカ、、ラシ，ピ

ーマン，タバコ，ワタ，カーネーション，セキチク，

ナデシコが，タバコ yゲの寄主植物としては，ナス科

以外にトウモロコシ，ウリ類，アブラナ科野菜，レ

タス，カーネーション，セキチク，ナデシコが挙げ

られている。一方，タバコガ類は種の識別上混乱が

多かったことから， タノてコガおよびオオタノてコカ、、の

正確な同定に基づくこれら寄主植物の記録の再検討

が必要になってきた。

イ研究方法

タバコガ類の寄主植物解明のために発生現場にお

いて直接調査し，植物を加害中の幼虫を採集した。

また，全国の病害虫防除所，農業試験場等の協力を

得てタバコ yゲ類の幼虫・踊・成虫を送ってもらい，

寄主植物を明らかにした。タバコカ、、類の標本は従来

の形態的方法に加えて，今回の研究で開発した分子

生物学的方法も応用して同定した。

ウ 結果および考察

これまでよく分かっていなかったタバコガ類の寄

主植物が判明した。すなわち，タバコカ、、はピーマン

(8ugieら， 1991)，タバコ，ホオズキ(金崎ら， 1997) 

のいずれもナス科植物を食害することが分かった。

オオタバコカ、、については，今回の研究で多数の寄主

植物が確認された(表 1-2)。ナス科，マメ科，キ

ク科では多くの種が加害されることが分かった。カ

ーネーション， トルコギキョウ，シクラメン等の花

井類も結構好まれ，また，ソルガム， トウモロコシ

等の飼料作物も加害される。さらに，これまでほと
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パラ科パラ
イチゴ

イネ科トウモロコシ
ハトムギ
ソルガム

ウリ科カボチャ
キュウリ
メロン

アオイ科イチビ
オクラ
ワタ

セリ科ニンジン
ショウガ科ショウガ
ツバキ科チャ
シソ科オオパ(背ジソ)
ヒユ科センニチコウ
ゴマノハグサ科キンギヨソウ
サクラソウ科シクラメン
ナデシコ科カーネーション

カスミソウ
リンドウ科トルコギキョウ
イソマツ科宿根スターチス

んど報告がなかった，シソ科のオオパ，ツバキ科の

チャ，ショウカ、、科のショウカ、等広範な植物に被害が

広がっている実態が解明された。全国各地のタバコ

畑から採集した多数のタバコ方、類幼虫に対しては，

I 1 タバコカ、、類の幼虫識別法の開発」で開発した

mt-DNAの168rRNA遺伝子の一部領域の PCR-
RFLPを千子ったところ， オオタノぐコ力、とタノてコカ、、カf

同ーの寄主植物上で混在していることが初めて明ら

かになった。これらのことから，タバコガの寄主植

物として従来言われていたナス科以外の植物は，オ

オタバコガと混同されていた可能性が高いと考えら

れる。

ヱ要約

従来の形態での同定に加え，今回初めて分子生物

学的方法での同定法も用いてタバコガ類の寄主植物

の調査をした。タバコガの寄主植物としてピーマン，

タバコ，ホオズキが，オオタバコガでは，表 1-2

で示した多数の寄主植物が判明した。

3 オオタバコガの分布と系統の解明

ア研究目的

同ーの寄主植物において，オオタバコカ、、とタバコ

カ、、が日本国内でどのような分布パターンをしている

のかについては、これまで全く調査されていなかっ

た。そこで，今回の研究で両種の混在が確認された

タバコにおける両種の分布調査を行った。

また，我が国に分布しているオオタバコガの種内

変異とその地理的な分布による違いについて検討す
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るため，遺伝子のいくつかの領域の変異を観察しよ

うとした。

イ研究方法

日本全国各地のタバコ畑から採集した534個体の

タバコ 7ゲ類幼虫に対して， 11 タバコ yゲ類の幼虫識

別法の開発」で開発した mt-DNAの16SrRNA遺

伝子の一部領域の PCR-RFLP法を適用し，バンド

ノfターンから各個体の同定を試みた。

ミトコンドリア DNAおよび核 DNAの数領域の

シーケンスおよびRFLPを実施した。オオタバコカ、、

は中国大陸から飛来するとの説もあることから， 日

本各地の標本に加えて，中国産の 2地域の標本も比

較に用いた。

ウ 結果および考察

調査した各個体の PCR増幅産物を制限酵素

MseIおよび VsρIで処理した各調査地点における

各々の RFLPパターンの出現率を表 1-3に示し

た。沖縄県では，調査地点 8地点全てでオオタバコ

ガ型のバンドパターンが検出され，その出現率は

6.7-100%であった。他地域では，オオタバコ yゲ型

のバンドパターンは，盛岡市(70.0%)，倉敷市(7.1

%)，西会津町 (3.6%)で確認された。すなわち，

沖縄県と岩手県ではオオタバコ yゲ型のバンドパター

ンが顕著に高い出現率を示したが，一方，福島県，

岡山県ではオオタバコ力、型のバンドパターンの出現

率は著しく低く，山形県，栃木県では検出きれない

など地域によって大きな差が認められた。また，沖

縄県石垣市のサンプルでは近隣地域でも調査地点に

よって種の構成比に大きな差があった。本調査では，

塩基配列より推定されるタバコyゲおよびオオタバコ

カゃに特異的な RFLPパターンとは異なるバンドパ

ターンが，福島県会津坂下町と西会津の一部個体(以

下会津型と呼ぶ)，および栃木県黒磯市，福島県会津

坂下町と西会津町の一部個体(以下黒磯型と呼ぶ)

で認められた。これらの個体群における変異型の出

現率はそれぞれの調査個体の3.3-10.7%であった。

このうち，会津型の個体は成虫の外部形態よりタバ

コカ、、と判定され，本型はタバコ方、の種内変異型と考

えられた。黒磯型については今回の研究では成虫が

得られず，十分な検討ができなかったので，今後の

調査が必要で、ある。しかしながら，本研究で調査し

た範囲では，変異型を示す個体はわずかな頻度でし

か検出されず，ほとんどの個体がいずれかの種に特

異的な RFLPパターンを示したことから，本方法は

実用的な種の識別法として問題なく利用できると考

えられる。

オオタバコ方、の種内変異解析のため， mt-DNAの

CytBの一部領域の塩基配列を日本，中国の 7ヵ所

表 1-3 タバコガ、類幼虫の mtDNAの16S rRNA遺伝子の VstIおよび、MseIでの

PCR-RFLPパターンによる同定

採集地
採集目 幼虫数

同定結果

県 市町村等 オオタバコガ タバコガ 会津型 黒破型
岩手 盛岡 1997年8月?日 30 21(70.0%) 9(30.0%) 
山形 尾花沢 1997年8月5a 24 24(100) 

東根 1997年8月5日 18 18(100) 
福島 会津坂下 1997年8月8日 30 28(93.4) 1(3.3%) 1(3.3%) 

西会津十 1997年8，EJ8臼 28 1(3.6) 23(82.1) 1(3.6) 3(10.7) 
栃木 小山 1997年8月11日 60 60(100) 

黒磯1 1997年8月21日 29 26(89.7) 3(10.3) 
黒磯2 1997年8月21日 30 30(100) 

岡山 倉敷 1997年7，EJ24日 28 2(7.1 ) 26(92.9) 
沖縄 石垣1 1997年6月12日 27 2(7.4) 25(92.6) 

石寝2 1997年6月11日 30 24(80.0) 6(20.0) 
石垣3 1997年6月12臼 30 2(6.7) 28(93.3) 
石垣4 1997年6月12日 30 10(33.3) 20(66.7) 
域辺1 1997年6月9日 23 20(87.0) 3(13.0) 
報辺2 1997年6月10臼 30 30(100) 
上野 1997年6月10日 28 26(92.9) 2(7.1 ) 
下地 1997年6月10日 59 52(88.1 ) 7(11.9) 

( )内は各採集地点での比率(%)
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のもので決定したところ，約400bpのCytBの一部

の塩基配列のうち 1塩基のみで変異がみられた。さ

らに，核rDNAの28Sの一部領域の塩基配列(大き

さは533bp)を日本2カ所(福島県，千葉県)と中国

2カ所(江蘇省;中国中東部，湖北省;中圏内陸部)

で比較したところ，数カ所で塩基配列が異なってい

た。しかし，これらは地理的変異ではなく，個体変

異の可能性が高かった。

エ要約

日本各地のタバコ圃場から採集したタバコガ類幼

虫534個体について個体ごとの PCR-RFLPパター

ンを調べたところ，両種の各地域での出現率が分か

った。オオタバコカ、、の mt-DNAのCytBの一部領

域と核 rDNAの28Sの一部領域の塩基配列を調べ

たが，地理的変異は特には見い出せなかった。
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第 2章 タバコガ類の生理生態の解明

l タバコガ類の発生生態の解明

ア研究目的

オオタバコカ、、は古くから日本に産することになっ

ていたが，農作物の害虫として問題になることはな

かった。しかし， 1994-95年に大発生して以来，多

くの作物で普遍的に発生するようになった(吉松

1995)。それ以後の発生状況を明らかにするため，三

重県安濃町にある野菜・茶業試験場内において，フ

ェロモントラップによる発生消長調査を行うととも

に，全国の各府県に対するアンケート調査を実施し

た。

アンケートにご協力いただいた各府県の回答者や

担当者に謝意を表する。

イ研究方法

当場における定点調査:サンケイ化学製のフェロ

モンキャップ(オオタノてコヌゲ用， タノてコカホ用)と SE

トラップを用い，場内のキャベツほ場と yゲラス室周

辺の 2ヶ所に設置した。調査は1996年-99年までの

4年間継続し 4月から11月まで，原則として 1週

間に 1回誘殺数を数えた。キャップの交換は 1ヶ月

ごと，粘着板は適宜取り替えた。

アンケートによる全国調査:1996年-99年までの

4年間，全国の20数県にアンケート調査を実施し，

タバコか類の誘殺データ，被害作物等を報告しても

.らった。フェロモン源として，サンケイ化学製のオ

オタノ〈コカ、、用およびタバコガ用のフェロモンキャッ

プが用いられた。 トラップもサンケイ化学製の SE

トラップが多く用いられたが，一部の多発県ではフ

ァネルトラップも使われた。調査間隔は 5日(半句)

が多く，次いで 7日ごと，一部の地点では毎日調査

された。

ウ 結果および考察

(1) 三重県における誘殺数の年次変動

キャベツほ場におけるオオタバコカゃの年間総誘殺

数は1996年の181個体を最高に， 97年は68個体， 98， 

99年は20個体前後と明らかに減少傾向であった(表

2-1)。カ、、ラス室周辺に1997年から設置したトラッ

プの誘殺数はキャベツほ場より少ない傾向であっ

fこ。

一方，タバコilti1997年の224個体が最高で、ここ 2

12 

年聞はやや減少したものの，どのトラップでも50個

体前後を維持し，オオタバコガより発生は多い。

以上の結果から，当地方のオオタバコ方、の多発生

は終息したと考えられる。

(2) 各地における発生状況

各地点における各年のタバコカ、類の発生状況を年

聞の総誘殺数を用いて示した(表 2-2-5)。タバ

コ方、のトラップが設置された地点ではオオタバコガ

のトラップもペアーで設置されたので，そこでの誘

殺数はその地点における両種の発生量を反映してい

ると考え，地点ごとに優占種を判定した。判定の方

法は少ない方の 2倍以上が誘殺された場合は優占種

としてO印を付し 2倍未満の場合はやや多い種と

してム印を付した。但し，両種とも10個体以下の誘

殺数の場合は判定しなかった。各表の周辺作物の項

はその地点の作物であったり，その地域の主要作物

であったりするので，必ずしも幼虫がその作物で発

生したわけではない。

アンケートの回答府県数は年次によって多少変動

したが，概ね25府県前後であった。各年における各

府県の発生の特徴を以下(表 2-2-表 2-5)に

述べる。

秋田県は各年とも少発生で，最も多い1996年でで、も

オオ夕パコカ

茨城県は各年ともよく似た発生状況でで、，オオタバ

コカ、、は少なかったが，タバコ yゲは比較的多く， 100個

体弱の誘殺数であった。

群馬県は各年とも昭和村のレタスでオオタバコ方、

が多く(最多は97年の599個体)，平地の前橋市，赤堀

町ではタバコ yゲが優占した。

埼玉県は各年とも両種が中程度 (100-200個体)

表2ー1 タバコガ類のフェロモントラップによる

誘殺数の年次変動1)

キャベツほ場 ガラス室周辺

種名

平 8 平 9 平 10 平 11 平 9 平 10 平 11 

オオタパコガ 1 8 1 6 8 1 9 2 5 2 2 1 3 9 

(100) (37.6) (10.5) (13.8)" 

タパコガ 125 224 68 5 8 5 0 4 1 6 6 

(100) (179) (54.4) (46.4) 

"三重県安濃町の野菜茶試場内

"平 8を100とした場合の指数



表 2-2 各地におけるタバコ方、類の発生概要 (1996年分その1)

県名

秋田

茨城

群馬

設置地点(周辺作物)

秋田市(トマト)

岩間町(野菜、花)

前橋市

赤堀町(ミニトマト)

白沢村(トマト)

埼玉 久喜市(ナス、キャヘサ)

神奈川 平塚市(トマト)

三浦市(野菜、花)

横浜市

山梨

長野

静岡

富山

愛知

重一一一

石和町(ナス)
高根町(トマト)

須坂市(野菜、花)

長野市(野菜、花)

小諸市

塩尻市(野菜、花)

高森町(野菜、花)

浜松市和地(キク)

浜松市館山寺(キク)

豊田町(野菜)

清水市(トマト)

福野町(キク)

長久手町(キャベツ)

長久手町(キク)

安濃町(キャベツ)

安濃町(屋上)

年間総誘殺数1)

オオタハワYータハヮr

県全体での

オオタバコガの

比率(%)

0% 

回答者

新山徳光0-8 

0-58 0 長塚久O 

1 -141 0 
68-348 0 

o 103-15 
(172-504) 

小林学

(小倉愉利子)

25.4 

ム 164-134 根本久55.0 

o 207-37 
ム 32-22 
o 1680-286 
(1919ー345)

阿久津四良

(布川美紀)

84.8 

o 819-282 
o 301-41 
( 1120-323) 

新谷勝広

77.6 

o 454- 5 
o 343- 3 
o 22- 4 
o 204- 3 
o 357-105 
(1380-120) 

農政部

92.0 

o 802-186 
169-279 ~ 

o 247-109 
o 81-12 
(1299-586) 

青野守

68.9 

19-33 ム 村崎信明36.5 

ム 102-96 
20-39 ム

(122-135) 

間下なぎさ

47.5 

ム 181-125
o 16- 5 

(197-130) 

浜村徹三

60.2 

京都 山城町(キャベツ) 29-40 ム 岡留和伸

田辺町(パラ) 5-52 O 
京都市(キャベツ) o 143-53 
亀岡市(トマト) o 397-176 
弥栄町 18ー117 O 

(592-438) 57.5 

1) 0は優占種 (2倍以上)、ムはやや優占種 (2倍以下)、但し両種とも 1ケタの場合は判定せず。
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表 2-2 各地におけるタバコyゲ類の発生概要 (1996年分その 2) 

県名

大阪

兵庫

設置地点(周辺作物)

羽曳野市(野菜)

八尾市 (キク)

和泉市(ケイトウ、キク)

岸和田市(キク、ナス)

神戸市(キク)

神戸市(キク)

和歌山 貴志川町(野菜)

島根

広島

徳島

愛媛

高知

長崎

熊本

宮崎

印南町(エンドウ)

御坊市(エンドウ)

出雲市(屋上)

益田市(庭先)

東広島市(ピーマン)

向島町 (カーネーション)
三和町(ピーマン)

石井町(オクラ)

小松島市(オクラ)

北条市(野菜、花)

松山市

川内町(キク)

久万町(トマト)

安芸市(タバコ、ナス)

野市町(野菜、花)

南国市(野菜、花)

春野町(トマト)

須崎市(花)

大方町(花)

飯盛町 (カーネーション)
諌早市 (場内)
諌早市 (場内)

合志町 (場内)
清和町A (トマト)

清和町B (トマト)

清和町c(トマト)

西都市(ジャガイモ)

鹿児島 鹿児島市

年間総誘殺数1)

オオタJI"]j]"ータハゃ1JJ"

172ー
536ー
435-
477-

o 55-15 
8-13 ム

(63ー28)

150-
1214-
312-

20-
8-

ム 85-56
7-7 
-47 

(92-63) 

3-7 
34-

o 119-28 
ム 55-29 

34-37 ム
ム 50-26 

(258-120) 

O 

ム

44-22 
54-188 
180-387 
23-12 
23-39 
75-173 

(399-821) 

99-
29-
3ー

ム 356-239
ム 47-24 
ム 29-20 

7- 6 
(439ー289)

ム 487-434

1384.5-

O 
O 

ム
O 

県全体での

オオタバコガの

比率(%)

69.2 

59.4 

68.3 

32.7 

60.2 

52.9 

2トラップの平均

回答者

柴尾学

二井清友

井口雅裕

奈良井祐隆

林英明

谷本温障

金崎秀司

高橋尚之

早田栄一郎

古家忠

防除所長

上和田秀美

1) 0は優占種 (2倍以上)、 Aはやや優占種 (2倍以下)、但し両種とも 1ケタの場合は判定せず。
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表2-3 各地におけるタバコカ、、類の発生概要 (1997年分その 1) 

県 名 回答者

秋田

群馬

埼玉

神奈川

山梨

設置地点(周辺作物)

秋田市(トマト)

'h'

、E

，，

マ

)

ト

)

)
ト
ト
マ
ス

内
ニ
マ
ト
タ

場
ミ
ト
(
レ

(
(
(
町
(

市
町
村
野
村

橋
堀
沢
夜
和

前
赤
白
月
昭

久喜市(場内)

)
)
ン
ツ

A

B
コベ

内
内
イ
ヤ

場
場
ダ
キ

市
市
市
市

塚
塚
浦
浜

平
平
三
機

石和町(ナス)
高根町(トマト)

、、
品川
H

守」

}

--
-
-
o
 

数
一
州

殺
一
一

誘
一
一

γ

総
一
勺

E

-

間
一
初

年
一
村

22-46 

6 -181 0 
103-239 0 

o 221- 4 
o 144- 41 
o 599- 29 

(1073-494) 

ム 96- 53 

o 368 - 78 
ム 257-136 
D. 921- 42 
o 2639-135 

(4185-391) 

o 618-259 
o 253- 58 

(871-317) 

長野 須坂市(場内) O 223- 8 
長野市(場内) O 147- 9 
塩尻市(場内) O 153 - 6 
高森町(場内) A 242 -209 

( 765 -232) 
小諸市 (レタス) 889 -
御代田町(レタス) 600-
川上村居倉(レタス) 95 -
川上村樋沢(レタス) 854-
松本市(レタス) 442- r743J 
塩尻市洗馬(レタス) 248- r562J 
塩尻市塩尻(レタス) 132- r 92J 
朝日村(レタス) 751- r618J 

静岡

富山

石川

愛知

三重

滋賀

)
ク

ク

キ

)

キ
(
)
カ

(
寺
内
イ

地
山
場
ス

和

館

(

(

市
市
町
町

松
松
田
岡

浜
浜
豊
浜

ンョシ

)

)

ネ

)

ク
ク
一
ク

キ
キ
カ
キ

町
市
町
町

日
部
市
尾

朝
黒
上
八

3

「マ

)

、，，'ト''ト'

内
(
マ

場
木
ト

(

打

(

市

市

市

沢
沢
任

金
金
松

長久手町(キャベツ)
長久手町(キク)

安濃町(キャベツ)
安濃町(場内)

安土町(場内)

o 1098-247 
203 -348 D. 
226 -242 D. 
60-148 D. 

(1587-985) 

2- 36 0 
0- 12 0 
0-

ム 83- 47 
(85- 96) 

47-
23 - 26 ム
103- 240 0 

(126- 266) 

85 - 94 ム
5- 75 0 

(90-169) 

68 -224 0 
22- 50 0 

(90-274) 

113-122 D. 

O 

県全体での
オオタバコガの
比率(%) 

32.4% 新山徳光

小林学

68.5 

64.4 嶋田知英

阿久津四良
(関谷英雄)

91.5 

新谷勝広

73.3 

有賀則夫

76.7 

rJはシ日イチモシやヨトウ

青野守

61..7 

村崎{言明

47.0 

薮哲男

32.1 

松崎聖史

34.7 

浜村徹三

24.7 

48.1 山本雅則

京都 山城町(トウガラシ) 21- 32 ム 岡留和伸
峰山町(トマト) 1- 60 O 
舞鶴市(トウガラシ) 31-111 O 
京田辺市(パラ) 13-130 O 
綾部市(ミニトマト) 37-119 O 
亀岡市(トマト) O 225-130 
弥栄町(イモ、マメ) 32- 68 O 

(360-650) 35.6 

1) 0は優占積(2倍以上)、ムはやや優占種(2倍以下)、但し両種とも lケタの場合は判定せず。
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表 2-3 各地におけるタバコガ類の発生概要 (1997年分その 2) 

年間総務殺数 H 県全体での
県名 設置地点 ( 周 辺 作 物 ) オオタバコガの 回答者

オオタ1¥"Jカーータ/¥"コヵー 比率(%) 

大阪 羽曳野市(野菜) O 41- 10 80.4 柴尾 学
八尾市 (キク) 215 -
和泉市( ケ イ ト ウ ) 83-
岸和田市(キク) 135 -

兵庫

和歌山

)
)
ク
ク

ク
ク
キ
キ

キ
キ
(
(

(
(
A
B
 

A

B
町
町

町
町
谷
谷

田
田
部
部

山
山
押
押

二井消友13 -15 /::;. 
o 25- 7 

34 -65 /::;. 
15 -33 0 

(87-120) 42.0 

貴志川町(野菜)
御坊市(エンドウ)

103-
230ー

井口雅俗

島根

ーーーー『ーーーー・・・・・・・・・・・・ーーーー司・・・・・・・・ーーーーーーーー'ーー司・・司ー・・・・"・・・・ a・・・・・・ーー・・・・・・ーー・ーーーーー・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーー・ー司ーー"・・・・・・・・・・・・・・・・ーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー・ーー

68.0 

広島

徳島

出雲市(屋上)
出雲市 ( キ ャ ベ ツ )
益 田 市(庭先)

奈良井祐隆o 17- 8 
105 -
16 -

ム円，ヨd
ゐ
e
・・

内

)

升

ラ

場

ク

川

パ

(

キ

(

(

市

(

町

市

島
町
市
島
市

広
城
次
回
日

東
東
三
紅
廿

林英明157-
30-
42-
35-
36ー (93) ()I¥Aモンヨトウ

小松島 市 ( オ ク ラ ) 3- 谷本温晦

愛媛 北条市(野菜、花) ム 60- 55 
松 山市 O 14ー 5 
川内町(キク) O 48- 23 
久万町(トマト) ム 56 - 44 
松前町 O 606-115 

(784-242) 76.4 

高 知

長崎

熊本

宮崎

鹿 児島

金崎秀司

安芸市(タバコ、ナス)
南国市(場内)
大方町 ( 花 )

高橋尚之14- 29 ム
52-100 /::;. 
65-102 /::;. 

(131-231) 36.2 

飯盛町 (カーネーション)
諌阜市 (場内)
佐世保市(場内)

早田栄一郎158-
13- 38 0 

181-
25.5 

合 志町 (トマト) /::;. 193-100 65.9 古家忠

佐土原町(場内) 黒木文代23-

鹿児島市{場内)
指宿市

2 - 3 トラップの平均 上和田秀美
3 トラップの平均

1155一
一353

1) 01ま優占積(2倍以上)、 Aはやや優占種(2倍以下)、但し両種とも lケタの場合は判定せず。
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表 2-4 各地におけるタバコyゲ類の発生概要 (1998年分その1)

県名 回答者設 置 地点(周辺作物)

。
品

Hn
守

J

H

-

e

 

-

l

 

数

一

例

殺一一
誘
一

γ

総
一
つ-

l
 

閲
一
初

年

一

村

県全体での
オオタバコガの

比率(%) 

秋田

茨 城

群馬

埼玉

秋田市

森吉町

中仙町

横手市(トマト)

岩門町( 場 内 )

-恥.、
s'

マ

)

ト

)

)
ト
ト
マ
ス

内
ニ
マ
ト
タ

場
ミ
ト
(
レ

(

(

(

町

(

市

町

村

野

村

橋

堀

沢

夜

和

前

赤

自

月

昭

久喜市( 場 内 )

一
一
-
-

0
3
n
u
n
6
0
4
 

4-93 0 4.1 

新山徳光

長塚久

小林学

鳥居恵笑

神奈 川 平塚市(;場内 A) ム 296-202 阿久津四良
平塚市 (場内 B) 86 -199 O 
藤沢市 A 194-135 

(576-536) 51.8 
三浦市( ダ イ コ ン ) 527-
横浜市( キ ャ ベ ツ ) 1593ー

山梨

長野

静岡

石川

愛知

石和町( ナス )
八代町( ナ ス )

)

)

 

)

)

ス

ス

)

ス

ス

タ

タ

)

)

)

)

)

リ

タ

タ

レ

レ

ス

ス

ス

ス

ス

)

)

ウ

)
)
レ
レ
{
(
タ
タ
タ
)
タ
タ
)
)
ト
ト
ユ
)
)

ス
ス

'
;
:
l

(
{
道
口
レ
レ
レ
ス
レ
レ
ス
カ
マ
マ
キ
ト
ト

タ

タ

;

(

(

内

内

内

内

戸

越

分

瀬

(

夕

(

(

タ

イ

ト

ト

(

マ

マ

レ
レ

場
場
場
場
(
(
広
草
追
馬
倉
沢
山
レ
馬
尻
レ
ス
(
(
郷
ト
ト

(

(

(

(

1

2

町

町

町

町

居

樋

秋

(

洗

塩

(
(
1
2
上

{

(

市

市

市

町

市

市

田

回

回

田

村

村

村

市

市

市

村

村

市

市

市

町

町

坂

野

尻

森

諸

諸

代

代

代

代

上

上

上

本

尻

尻

日

田

回

回

回

森

南

須

長

塩

高

小

小

御

御

御

御

川

川

川

訟

塩

塩

朝

波

飯

飯

飯

高

岡

)
ク
ク

ク
キ
キ

キ

(

(

)

(
寺
地
内

地
山
左
場

和

館

伊

(

市

市

市

町

松

松

松

田

浜
浜
浜
豊

、zJ

)
ナ

ト
ラ

マ
ブ

)

ト

ア

内

(

(

場

木

部

(

打

倉

市

町

市

市

沢

来

沢

任

金

銭

金

松

長久手 町(キャベツ)

6 -135 0 
25-201 0 

o 44- 3 
o 27- 11 
o 443- 13 

(545-363) 60.0 

内山一秀

有賀則夫

青野守

薮 哲 男

松崎要史

106-179 .d. 37.2 

oは優占種(2倍 以上)、ムはやや優占種(2倍以下)、但し両種とも 1ケタの場合は判定せず。

.d. 616-427 
o 1065-511 

( 1681-938) 64.2 
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a
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n
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U
 

-晶・
E
A
-
-
1
A
n
o
n
k
u
，h
u
-
-
n
k
u
q
u
a
g
F
D
の
L
句

d

n

L

P

n

u

q

u

n

L

1

A

(

1

 

0
0
0
0
 

89.2 

rJは 51Dイチモシ'ヨトウ

o 1069-370 
125-471 0 

o 571-193 
281-304 ム

(2046 -1338) 60.5 

3-
153 -

o 361- 151 
104- 164 ム

(465 - 315) 59.6 

14- 24 .d. 36.8 
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各地におけるタバコガ類の発生概要(1998年分その 2) l表2-4

のガ
の

コ

)

で

パ

%

体

タ

(

全

オ

率

県
オ
比

年間総誘殺数 11

4- 14 
1- 4 
1- 6 
4 - 10 
2 - 5 

18- 14 
1- 10 

17 - 26 
2 - 21 
0-

(50-111) 31.1 

三重 安濃 町(キャベツ 19- 68 0 浜村徹三
安濃町{場内 13- 41 0 

(32-109) 22.7 

滋賀 安土町(場内 128-213 ム 37.5 湯浅和宏

京都 京田辺市(場内 o 23- 11 福井正男

亀岡市(場内 o 308-111 
弥栄町(場内 11- 99 0 

(342-221) 60.7 

大阪 羽曳野市(:場内 o 154- 24 86.5 柴尾学
八尾市 (キク 487-
岸和田市(キク 28ー

兵庫 山田町 A (キク 0- 2 二井清友
山田町 B (キク 2- 5 
押部 谷 町 A (キク 3-13 
押部 谷 町 B (キク 4- 7 

(9- 27) 25.0 

和歌山貴志川町(場内 90一 井口雅裕
御坊 市(エンドウ 43ー r455Jシ目イチ ー

島板 出雲市(屋上 2- 4 (3659)/¥Aそン 奈良井裕陵

出雲 市{キャベツ 2ー

益田市(庭先 11-

広島 東 広島市(場内 334ー 林英明

能美町{キク 93ー r255JシEイチ
三次 市(キク 13-
向島町江奥(トトション 17ー
肉鳥町立花(カーネーション 3ー

愛媛 北条市(野菜、花 46- 59 ム 金崎秀司
松山市 44 - 82 /::，. 
川内町(キク) ム 23 - 22 
久万町(トマト/::，. 36 - 11 
松前町 o 256- 95 

(405-269) 60.0 

高知 安芸市(タバコ、ナス 37- 62 ム 高橋尚之
南国 市(場内 91ー 116 ム
大方町(花 137-288 0 

(265-466) 36.3 

長崎 諌早市 (:場内 17- .44 0 27.9 横溝徽世敏

飯盛町 (トネーション 76-
佐世保市(場内 92ー

熊本 合志 町(場内 254-281 ム・ 古家忠
苓北町(レタス o 456 - 72 

(710-353) 66.8 

宮崎 西都市 O'ャカ eイそ 509-768 ム 39.9 黒木文代

鹿児島 鹿児島市(場内 o 295 - 58 上和田秀美
指宿 市 ( オ ク ラ o 761-344 
串良町(場内 424-909 0 

(1480-1311) 

回 答 者

村崎信明O 

O
ム
O

O 

Hタ/¥'J力。-9/¥'J力守

ム

(周辺作物)

ンヨシ

)
)
ネ
)
ト
)
)
)
)
)

ク
ク
一
ラ
マ
ス
ク
ク
ク
ラ

キ
キ
カ
パ
ト
ナ
キ
キ
キ
パ

(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
 

町

市

町

町

市

市

町

町

市

町

日
部
市
市
山
山
島
尾
湊
山

朝

黒

上

上

富

富

大

八

新

立

設置地点県名

富山

O 

53.0 

O は優占種 ( 2倍 以下 )、 但し 両種 とも 1ケタの場合は判定せず。
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表 2-5 各地におけるタバコ yゲ類の発生概要 (1999年分その 1) 

年 間 総 務殺数" 県全体での
県名 設置地点(周辺作物) オオタバコガの 回答者

Hタ1¥'J力。ータ)¥-Jカー 比率(% ) 

秋田 秋田市 ( 場 内 ) 13ー 新山徳光
森吉 町(トマト) 。一
雄 物 川市 ( ト マ ト ) 0-
横 手市(トマト) 16 -

茨城

群馬

埼玉

神奈 川

山梨

岩間町( 場内 )

内

ト

)

甥

マ

)

ト

)

(
ト
ト
マ
ス

町
ニ
マ
ト
タ

木
ミ
ト
(
レ

江

(

(

町

(

市

町

村

野

村

橋

掘

沢

夜

和

前

赤

白

月

昭

久喜市 ( 場 内 )

三浦市(ダイコン)

横浜市(キャベツ)

石和町( ナス )

八代町( ナ ス )

5-98 0 4.9 長塚久

26-209 0 
49-175 0 

o 158- 8 
/:::，. 29 - 23 
o 322- 6 

(584-413) 

小林学

58.6 

133-149 /:::，. 鳥居r!¥実47.2 

o 298- 95 
o 2312- 98 

(2610-193) 

阿久津四良

93.0 

/:::，. 325-200 
o 403-196 

(728-396) 

内山一秀

64.8 

長野 須坂市(場内) O 61- 2 有賀則夫

塩尻市(場 内) O 59 - 9 
高森町(場 内) 101-191 A 
伊那市大萱(トマト) O 95 - 23 

(316-225) 58.4 
小諸 市 1(レタス) 1007 -
小諸市田 2 (レタス) 613ー
御代 町 広 戸 ( レ タ ス ) 53 -
御代 田町 13町歩(レタス) 63-
御代 田 町追分道(レタス) 36-
御代田町小沼(レタス) 505-
川上村居倉(レタス) 63-
川上村樋沢(レタス) 575-
川上村秋山(レタス) 131ー
松本市今井(レタス) 40 - rt82J rJはシ目イ1-をシ'ヨトウ

塩尻市洗馬(レタス) 110ー r233J 
趨尻市広丘(レタス) 111- r 84J 
朝日 村 (レタス) 294- r255J 
波田 村(スイカ) 323-
梓川村(ミニトマト) 129ー

飯田市竜丘(キュウリ) 22 -
飯 田市上郷(カーネーシヨン) 129ー

高森 町 (カーネーション) 28-
阿南町新野(トマト) 1-
駒ヶ板市(トマト) 117-
辰野町樋口(リンドウ) 135 -
池田 町中鵜(カーネーシヨン) 95-
牟礼 村(レタス) 168 -
信 滋町(トマト) 730 -
飯 山 市旭 ( ト マ ト ) 51-
飯山市岡山(トマト) 113ー

木 島 平村 ( ト マ ト ) 193 -
栄村(ト マト ) 2-

静岡

石川

変知

)
ク

ク
キ

キ

(

)

(

地

内

地
左
場

和

伊

(

市

市

町

松
松
田

浜
浜
登

ンコ
J
q

、J
、J

ダ
ト
ス

(
マ
タ

)
角
ト
レ

内

日

(

(

場

内

木

部

(
町
打
倉

市

気

市

市

沢

ノ

沢

任

金
字
金
松

長 久 手町(園芸研場内)

長 久 手町(花井研場内)

o 521-151 
o 576- 98 

125-148 /:::，. 

(1222-397) 

脅野守

75.5 

0-
35-118 0 

343-376 /:::，. 

188-221 /:::，. 

(566-715) 

薮哲男

44.2 

20- 21 /:::，. 

11- 29 0 
( 31- 50) 

松崎聖史

38.3 

oは優 占種 (2倍以上)、 Aはやや優占種(2倍以下)、但し両穏とも 1ケ タ の 場 合 は 判 定 せ ず 。
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各地におけるタバコ yゲ類の発生概要1999年分その 2) 表 2-5

のガ
の

コ

)

で

パ

%

体

タ

(

全
オ
率

県
オ
比

年間総誘殺数日

12 - 12 
2 - 6 
2 - 3 
1- 2 
0- 4 

29 - 24 
0- 2 

44 - 31 
1- 28 
0-

(91-140) 39.4 

三重 安濃町(キャベツ 25- 58 0 浜村徹三

安濃町(場内 9- 66 0 
(34-124) 21.5 

滋賀 安土町(場内 240-269 ム 37.5 湯浅和宏

京都 京田辺市(場内6. 13- 12 福井正男
亀 岡市(場内 o 164- 62 
弥栄町(場内 12- 84 0 
舞 鶴市 1- 93 0 
京都府山城町 23-258 0 

(213-509) 29.5 

大阪 羽曳野市(場内) ム 77- 74 51.0 柴尾学
八 尾市 (キク 120ー

岸 和田市(キク 265-

兵庫 山田 町 A (キク 2- 二弁済友
山田町 B (キク 0- 3 
押部 谷 町 A (キク 11- 25 0 
押部谷 町 B (キク 0- 17 0 
押部谷 町 c(キク 3- 15 0 

(16- 61) 20.8 

和歌山貴志川町(場内 22一 井口雅裕
御 坊市(エンドウ 53-

島根 出 雲市(場内 34- 奈良井祐隆
益田市(庭先 oー (5912)11;1.そン

広島 東広島市(場内 12-109 0 9.9 星野滋

徳島 石井町 1- 39 2.5 病害虫防除所

愛媛 北 条市 ( 場 内 ) ム 35 - 34 金崎秀司
久 万町(トマト6. 10- 9 
松前町 45 - 63 ム

(90-106) 45.9 

高知 安 芸市(タバコ、ナス 10- 13 6. 高橋尚之
南 国市(場内 34-140 0 
大方町(花 32- 91 0 

(76-244) 23.8 

長崎 諌 早 市(場内 9- 22 0 29.0 横溝徽世敏

飯 盛町 (カーネーション 17-
長崎 市 31一
佐 世保市(場内 99-

熊本 合 志 町(場内 165-246 ム 40.1 古家忠

宮崎 西 都市 24-450 0 5.1 中岡直土

鹿 児 島 鹿 児島市(場内 o 134- 36 上和田秀美
指 宿市 ( オ ク ラ o 359-152 
串良町(場内 122-445

(615-633) 

回 答 者

村崎信明

Hタ!ドコヵー-911' J力事

ム

A 

(周辺作物)

L

ンヨシ

)
)
ネ
)
ト
)
)
)
)
)

ク
ク
一
ラ
マ
ス
ク
ク
ク
ラ

キ
キ
カ
パ
ト
ナ
キ
キ
キ
パ

町

市

町

町

市

市

町

町

町

町

日

部

市

市

山

山

島

尾

野

山

朝

黒

上

上

富

富

大

八

福

立

設置 地点県名

富山

f4647J IはそンヨトウO 

O 
49.3 

01立優占種 ( 2倍以下)、但し両種とも 1ケタの場合は判定せず。
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に発生したが， 96， 97年オオタバコカ、、の方がやや多

く， 98， 99年は逆転した。

神奈川県は横浜市(キャベツ)，三浦市(ダイコン)

でオオタバコガの発生が極めて多く， 97年の2，639個

体は各年を通じて全国でも最多誘殺数であった。

山梨県では石和町と八代町のナスで，毎年両種と

も多発生し (400-1000個体)， 99年はやや減少したも

のの200-400個体が誘殺された。

長野県はレタスを中心にオオタバコヌゲの多発生が

続いており， 500個体以上の地点は， 97年は 4地点，

98年は 8地点， 99年は 5地点であった。

静岡県では浜松市和地のキク産地で 4年ともオ

オタバコyゲが500個体以上の多発生をした。

富山県では98年以降は10地点で調査されたが，い

ずれの年も多発生の地点はなく， 100個体以下であっ

た。

石川県では金沢市のトマトで，オオタバコカ、、が98，

99年とも300個体以上でやや多く発生し，タバコカ、、は

99年に同程度に多発した。

愛知県は 4年間とも両種の多発生はな〈し，最高でで、

も96年のオオ夕パコカ

三重県は前項でで、述べたように， 96年のオオタバコ

ガ， 97年のタバコyゲは中程度の発生であったが，そ

の後は少発生であった。

滋賀県は両種が中程度の発生で，年を追って増加

の{頃向にあった。

京都府のオオタバコガは亀岡市で98年までは

200-400個体で多めに推移したが， 99年は164個体に

減少した。タバコyゲは99年の山城町の258個体が最高

であった。

大阪府のオオタバコガは96年は400個体以上が 3

地点あり，前年の大発生を継続していたが，その後

は減少傾向であった。八尾市のキクで98年は487個体

と多かったが， 99年は120個体に減少した。

兵庫県は 4年間を通じて，両種とも 100個体を越え

る地点はなく，全般に少発生であった。

和歌山県のオオタバコガは96年には印南町のエン

ドウで， 1，214個体の多発生を記録し，御坊市も多め

の発生であったが，その後は年次を追って減少傾向

であった。

島根県は97年にオオタバコガで105個体記録され

たのが最高で、，両種とも全般に少発生で、あった。

広島県のオオタバコガは東広島市で98年に334個

体を記録したのが最高で、，その他では両種とも目立

った発生はなかった。

徳島県は各年とも両種が少発生であった。

愛媛県のオオタバコガは97年松前町の606個体が

最高でお， 98年も256個体とやや多かったが， 99年には

45個体に減少した。その他の地点では両種とも 100個

体を越える地点はなかった。

高知県のオオタバコカ、、は96年南国市の180個体が

最高で、あった。一方，タバコカ、、は96年南国市の387個

体， 98年の大方町の288個体等があり，各年ともタバ

コガが優占する点が特徴的であった。

長崎県のオオタバコガは97年の佐世保市で181個

体，飯盛町で158個体とやや多かった他は，両種とも

少発生であった。

熊本県のオオタバコカ、、は98年の苓北町の456個体

が最高で、，その他でもすべての地点で各年とも 100個

体以上で全般的に多発生であった。タバコ方、は98年

合志町の281個体を最高にやや多い発生であった。

宮崎県の調査は西都市のみで行われた。オオタバ

コガの総誘殺数を96年から年度別に見ると， 487個

体， 23個体， 509個体， 24個体で，大発生と少発生を

一年ごとに繰り返している。タバコガは96年434個

体， 98年768個体ザ 99年450個体で各年とも多発生で

あった。

鹿児島県のオオタバコカ、、は96年， 97年とも1，000個

体を越える多発生で， 98年も多めであったが， 99年

は鹿児島市，串良町は減少傾向であった。タバコガ

は98年の串良町で909個体から， 99年は445個体へ減

少したが，なお予断を許さない状況である。

各府県のタバコカ、、類の発生状況の概要を述べた

が， 1999年の時点でなおオオタバコガが多発生して

問題になっている地域は関東・中部の一部と南九州

である。

(3) 全国平均で見た発生状況の推移

アンケート調査を実施した過去 4年間について検

討した。オオタバコガとタバコガがペアーで調査さ

れた地点における優占種の年次変化を表 2-6に示

した。 1996年はオオタバコ3ゲが多い地点が67%を占

めたが， 97， 98年はそれぞれ48，46%になり， 99年

は42%と明らかに減少した。県全体でどちらの種が

優占したかをみた値も同様の傾向で，オオタバコガ

が多かった県は1996年68%であったが， 97， 98年は

52%になり， 99年は27%まで落ち込んだ。
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表2-6 両種がペアーで調査された地点における優

占種1)の年次変化

種 名 優占 (0) やや優占(ふ) 合計

1996年(平 8) 地点 地点 地点

オオタバコガ 1 9 1 2 3 1 
(67.4%) 

タバコガ 8 7 1 5 
(32.6%) 

1997年(平 9) 

オオタバコガ 1 8 8 2 6 
(48.1%) 

タバコガ 1 6 1 2 28 

(51.9%) 

1998年{平 10 ) 

オオタバコガ 18 6 24 
(46.2%) 

タバコガ 1 6 1 2 28 
(53.8%) 

1999年(平 11 ) 

オオタバコガ 1 3 8 2 1 
(42.0%) 

タバコガ 1 9 1 0 29 
(58.0%) 

"0は他種より 2倍以上、ムは 2倍以下だが多い場合

県全体での優占種

県

1 3 
(68.4%) 

6 
(31.6% ) 

1 1 
(52.4%) 
1 0 
(47.6%) 

1 1 
(52.4%) 

1 0 
(47.6%) 

6 
(27.3%) 

1 6 
(72.7%) 

表2-7 トラップ当たり年間総誘殺数の頻度分布と

平均誘殺数

年間総拐殺敏

稲名

100以下 100- 300- 500- 1000-

1996年(平 8)
オオタバコガ 33 13 10 

(53.2%) (21.0) (16.1) (4.8) (4.8) 
クパコガ 34 14 

1997年(平日)

オオタパコガ

タパコガ

1998年{平10)
オオタパコガ

タパコガ

1999年{平11)

(66.7%) (27.5) (5.9) 

43 25 
(53.1%) (30.9) (2.5) (9.9) (3.7) 
35 20 
(61.4%) (35.1) (3.5) 

54 21 12 
(54.0%) (21.0) (9.0) (12.0) (4.0) 
38 14 
(63.3%) (23.3) (8.3) (5.0) 

オオタバコガ 61 24 
(61.6%) (24.2) (6.1) (6.1) (2.0) 

タパコガ 42 15 
(70.0%) (25.0) (5.0) 

トラップ 平均

総数 拐殺敏

62 219.3 

51 89.7 

81 216.0 

57 91.2 

100 218.2 

60 129.7 

99 144.1 

60 92.2 

地域やペアーの有無を無視し 1トラップ当たり

の年間総誘殺数の頻度分布と全国平均を表2-7に

示した。 1996年-98年のオオタバコyゲの平均誘殺数

は220個体弱でほとんど変化していないが， 99年にな

って144個体と明らかに減少した。タバコ yゲの平均誘

殺数は1996，97， 99年は90個体前後で安定している。

98年のみが130個体でやや多かった。

以上のことから，オオタバコガの発生地域は減少

しているものの，発生している地域では高密度に発

生していることが伺える。

(4) 季節的発生消長

タバコガ類は踊態で越冬し，春に羽化する成虫か

らそのシーズンが始まると考えられるが，密度が低

いのでで、この時期の個体を誘殺することは困難でで、あ

る。オオ夕パコカ

関東から四国，九州北部まではあまり時期的な差は

なく，ほとんどが5月中旬であった(浜村:1998)。

鹿児島など南九州では 3-4月に初誘殺が見られる

こともある。タバコカ、、の初誘殺も 5-6月が多く，

オオタバコヌゲと大差はなかった。 6月までの誘殺数

は少なく 7月以降夏から秋にかけて高密度の発生

が見られるようになる。

一つの地点のトラップのデータから一本の発生消

長の図を描くことが出来るので 4年間のアンケー

ト調査から，膨大な数の消長図が出来ることになる

が，ここでは発生量の異なる1996年の 3例について

述べることにする。

図2-1はオオタバコカ、、が年間102個体誘殺され

た少発生の例で，誘殺のピークは 6， 7， 8， 9， 

10月の 5回みられ，ピークとピークの間には誘殺さ

れない時期がある。図 2-2は年間181個体が誘殺さ

れた中発生の例で，前図同様6月以降月一回のピー

クが見られるが，後半にはピークが重なりやや不明

瞭になる。図 2-3は年間819個体のオオタバコヌゲが

誘殺された多発生の例で 7月に高密度になるとそ

一ー，ーーオオタバコガ

・ー+ーータ/-{コカ「

図 2-1 

一・ーオオタバコガ

201-ー+ータバコガ

誘
殺
数

/ 
週 10

。
図 2ー 2

11月

1996 
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の後は大きな高原状になってピークがはっきりしな

いまま11月まで誘殺される。タバコガもほぼ同様の

発生をするが，ピークは 9月で終わり， 10月にはほ

とんど誘殺されないことが特徴的である。

季節的発生消長については各地におけるいくつか

の報告があり(小島， 1996，浜村， 1998，上和田，

1998， 1999，小林， 1999，樫山ら， 1999)，地域や作

物によって年発生回数やピークの時期，終息、日など

で，変化が見られる。

(5) 被害作物

過去 4年間のアンケート調査の中で，オオタバコ

カ、、が年間500個体以上誘殺された地点と周辺作物を

表 2-8に示した。横浜市のキャベ、ソ，山梨県のナ

ス，長野県のレタス，浜松市のキクのように，特定

の地域で特定の作物に連続的に多発生する傾向が見

られる。現在最も被害の大きい作物は長野県を中心

としたレタスである。また，和歌山県のエンドウ，

指宿市のオクラのようにその地域の重要作物で多発
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タバコガ類の発生消長(山梨県石和町， 1996 

年，ナス)

生し，重大問題になることもある。

各県からアンケートで求めた被害作物を表 2-9

に示した。最も多くの県が上げた被害作物はトマト

で，回答した21県のうち19県が上げた。 トマトは作

付け面積が多いこともあり，最も普遍的に被害を受

けている作物といえる。次いでキクの14県，ナスの

11県，パラ，キャベ、ソの 9県，カーネーションの 7

県，ピーマン 6県，レタス 5県の他，スイカ，イチ

ゴ，オクラなど30種以上の作物が報告された。これ

らの中にはオオタバコカ、、の幼虫であることが確認さ

れた場合もあったが，トラップの誘殺状況からみて，

タバコカ、、の混発の可能性もあるので，あえて被害作

物を種によって分けることをしなかった。

2 オオタバコガの休眠性の解明

ア研究目的

オオタバコカ、、は踊態で越冬するが，越冬後の羽化

時期はかなり変動することが知られている(染谷・

清水， 1998，上和田， 1999)。これらの原因は休眠性

に基づく可能性が強いが，本種の休眠性に関しては，

岡山の個体群についての報告(Qureshiら， 1999)以

外は十分明らかにはなっていない。本種の発生生態

を明らかにするためには，休眠性，特に休眠誘起条

件を明らかにする必要がある。また，休眠性は遺伝

的に国定された性質であるので，系統の異同を判断

するための情報にもなる。

イ研究方法

県名 199 6年 1 998年

表2-8 オオタバコ方、が年間500個体以上誘殺された地点と周辺作物

1 9 9 7年

神奈川 横浜市(キャベツ) 横浜市(キャベツ) 横浜市(キャベツ)
三浦市(ダイコン) 三浦市(ダイコン7

1 9 9 9年

横浜市(キャベツ)

山梨 石和町(ナス) 石和町(ナス)
八代町(ナス)

石和町(ナス)

群馬 昭和村 Lレタス)

長野 所ケ
内

L

、J
、
ス
)
)

ス
タ
ス
ト

タ
レ
タ
マ

レ
r
、
レ
ト

(

町

(

(

市

田

村

町

諸

代

上

濃

小

御

川

信

)
 

)
所

所

ケ
ケ

4

。，“

、
、
ス
)
)

ス
タ
ス
ス

タ
レ
タ
タ

レ
(
レ
レ

(

町

(

(

市

田

村

村

諸

代

上

日

小

御

川

朝

)
 

)

ス

)

)

ス
タ
ス
ス

タ
レ
タ
タ

レ
(
レ
レ

(

町

(

(

市

田

村

村

諸

代

上

日

小

御

川

朝

静岡 浜松市(キク) 浜松市(キク) 浜松市(キク、 2ケ所) 浜松市(キク、 2ケ所)

大阪 八尾市(キク)

和 歌 山 印南町(エンドウ)

愛媛 松 前 町 ( 水 回 )

宮崎

鹿児島 鹿児島市(場内) 鹿児島市(場内)

商都市(ジャガイモ)

指宿市(オクラ)
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各県におけるタバコ方、類の被害作物

県名 そのイ也カーネー

ンヨン

ハやラキクレタス

表 2-9

ヒ。ーマンキャへやツナストマト

キュウリ、 アマランサス

スイjJ、スイートコーン、 ホオrキ

7や目、yコ1)-、飼料用トウ叩コシ

スイカ、 メロン、 ヵrチャ、 トウrン、 シクラメン

キュウリ、 スイートコーン

キュウリ、スイカ、ハクサイ、アスハ。ラjJ"̂、トルコキ、、キョウ

スイカ、メロン、シやャγィモ、ゲイA"、カや』へ*ラ、イチア
O 

O 
O 

0
0
0
 

O 

0
0
0
0
 

O 

O 
O 

O 

O 
O 

O 
O 

O 

O 

0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

O 
O 

O 
O 

ゲイコン、ハクサイ、(セイゲカアワゲチリウ)

トウrラシ、 トルコキ、、キョウ

キュウリ、 タイトウ、 トルコキゃキョウ

工ントやウ

スイートコーン

ト!日rキョウ、 キヌサヤエンドウ

オクラぉイチ了、 i'7サナ科野菜

O 

O 

オクラ、 ショウカ、、

シ事ヤ力。イモ、 イチ了、 rヮ

O O O O 
O O 

O 

0
0
0
0
0
 

オクラ、 イチヨ¥スイカ、 スイートコーン、 エンドウ、

ソラマメ、 ト!日キ、、キョウ

O 0
0
0
 

O 
O 

山

島

田

馬

玉

奈

梨

野

岡

山

知

賀

都

阪

歌

根

島

島

媛

知

崎

本

児

秋

群

埼

神

山

長

静

富

愛

滋

京

大

和

島

広

徳

愛

高

長

熊

鹿

O 

O 

O 

0
0
0
0
0
0
 

O 
O 

O 

O 
O 0

0
0
 

0
0
0
0
0
0
 

7 9 14 5 9 6 11 19 県数

20
0

C，一定日長条件における鹿児島系オオタ

バコガの発育期間と休眠率

51 

1.6% 
O 

休眠率

2.0 

15.0 

7.4 

1.9 

10.9 

。

休眠数

。
。

10 

2 

6 

24.1 

幼虫期間1)蝋期間

24.0 

24.7 

。卵期、幼虫期、前踊期を加えた期間

25.0 

23.8 

21.0 

21.2 

非休眠

36.4 

36.7 

36.4 

34.0 

34.5 

37.8 

34.2 

個体数

60 

30 

50 

92 

27 

34 

65 

表 2-10

日長条件

全明

15L: 90 

14L:100 

13L: 110 

12L: 120 

11L: 130 

10L: 140 

1L:230 

24-

供試したオオタバコ yゲの系統は鹿児島，長野，つ

くば(茨城)産の 3個体群で， 25
0

C， 16時間照明:

8時間暗黒条件(以下16L:8 Dまたは単に16Lと

示す)で人工飼料(インセクタ LF)を与えて，継代

飼育しているものである。実験には25
0

C，16Lで24時

間以内に産下された卵を用い，実験中の飼育温度は

特に断らない限り 20
0

Cとした。中齢幼虫まではプラ

スチック製の容器 (27X 21 X 10cm)で集団飼育し，

老齢幼虫はかうス製のビン(径3cmX高さ 4cm， 

ルク栓)で個体飼育した。幼虫の餌はすべてインセ

クタ LFで，個体飼育ではビンの底にパーミキュラ

イトを少々(厚き 5rnrn程度)入れた。踊化後は適当

な時期に，管ピン(径 1cm，長さ 6cm)に入れ，雌

雄を確認後ノ〈ットに並べて保持した。鹿児島系統に

ついては踊化と羽化を毎日定時刻に調査したが，長

野系統とつくば系統では羽化のみを調査した。 20
0

C

において産卵から羽化までに80日以上を要した個体

を休眠個体とした。

結果

コ

ウ



(1) 鹿児島系統の休眠性

20
0

Cで日長条件が一定の場合は，短日条件でも休

眠率は低く， 1 L: 23D条件でも15%の休眠率であ

った(表 2-10)。非休眠個体の卵期+幼虫期+前踊

期間は34-38日で，この期聞は休眠個体との長きの

差は認められなかった。一方，非休眠個体の踊期間

は20-25日であったが，休眠個体の踊期間は，非常

に変動が大きく 100日を越えるものまで見られた。

20
0Cでは卵期間と前踊期間はそれぞれ 2-3日であ

るので，幼虫期間は約30日とみなすことができる。

この幼虫期を前期(若齢)，中期(中齢)，後期(老

齢)に分け， 日長条件を変化させた結果，前期のみ

長日 (15L)に置き，他は短日 (11L)に置いた場合

のみ高い休眠率(82.9%)が得られた(表 2-11)。

逆に短日から長日に移した場合は休日民率は低いまま

であった(表 2-12)。

長日の15Lからどの程度の短目に移したときに休

眠率が高くなるのかを調べた。前期15Lから，中期以

降各短日に移した結果， 12Lへ移した区で休眠率が

表2ー 11 長日1)から短日2)への移行

(鹿児島系統)

長日日数3) 個体数 休眠数 休眠率

12 35 29 82.9出

22 40 2.5 

32 40 。 O 

全期 33 。。
1) 15 L 、2)11L 、刊日からの日数

表2ー 12 短日1)から長日2)への移行

(鹿児島系統)

短日日数3) 個体数 休眠数 休眠率

12 18 5.9% 

22 24 4.2 

32 38 2.6 

全期 82 11 13.4 

1)llL、2)15L、3)卵からの日数

40.7%に上昇した(表 2-13)。前期に各日長に置き，

中期以降短日 (11L)へ移した結果， 13L以上から11

Lへ移した区はすべて60%以上の休眠率であった

(表 2-14)013Lから12Lに移した場合も休眠率は

高かった。

幼虫の中期10日間だけ15
0
Cとし，他の期間は20

0
C

とした場合の休眠率は58.6%で， 20
0
C恒温と比べて

休眠率の上昇は認められなかった(表 2-15)0 20
0
C 

で，前期15L，中期11L，後期以降15Lにした結果，

休眠率は10.3%と低かった。しかし，中期と後期を

11Lにすると，その後の踊期を15Lにしても休眠率

は高いままであった(表 2-16)。

以上のことから，鹿児島系オオタバコカ、、は若齢幼

虫期に13L以上の長日条件に置かれた後，中齢以降

は12L以下の短日条件に置かれた場合に休眠率が高

くなることが明らかになった。

(2) 長野系統の休眠性

表2-13 15L1)から各短日への移行

(鹿児島系統)

日長条件 個体数休眠数休眠率

15L→ 1L 32 3.1% 

15L→10L 52 13 25.0 

15L→11L 28 17 60.7 

15L→12L 27 11 40.7 

15L→13L 38 2 5.2 

15L→14L 40 O 。
1)卵からの12日間

表2-14 各長日1)からllLへの移行

(鹿児島系統)

日長条件 個体数 休眠数 休眠率

12L→11L 40 10 20.8% 

13L→11L 17 11 64.7 

(13L→12L 40 24 60.0) 

14L→11L 25 18 69.6 

15L→11L 22 18 81.8 

24L→11L 25 22 88.0 

1)卵からの12日間
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長野系統のオオタバコガは20
0

Cの13L:llDより

短日条件に置かれると日長の変化が無くても 70%以

上の休眠率であった(表 2-17)。これらの臨界日長

は13時間と 14時間の間であった。卵から若齢幼虫期

にかけて， 12日間長日に置いた後短目に移した場合

の休眠率は，ずっと短B条件に置いたものより明ら

かに高かった(表 2-18)。

(3) つくば系統の休眠性

つくば系統のオオタバコ yゲは他の 2系統と比べて

表2-15 幼虫の前，中，後期の条件を変化させた場合

(鹿児島系統)

前1)→中2)→後期3)の条件 個体数休眠数休 眠率

20'C (15L)→15"C (15L)→20'C (15L) 27 

20'C(15L)→15'C (11L)→20'C(11L) 29 

20'C (15L)→20'C (11L)→20'C (15L) 29 

3.7% 

58.6 

10.3 

17 

3 

1)卵からの 12日間目次の10日間句3日以降羽イじするまで

表 2ー 16 幼虫後期及ぴ踊期の日長の影響

(鹿児島系統， 20'C) 

幼虫前期→中期→後期→蝿期 個体数 休眠数 休眠率

15L →11L →15L→llL 

15L →11L→llL→15L 

2.0% 

66.1 

51 

56 37 

幼虫や踊での死亡が多く，供試個体数はやや少なく

なった。その影響か結果にややふれが認められた。

20
0
Cで一定日長に置いた場合は， 10Lから全明まで

の範囲で50%を越える休眠率は現れなかった(表 2

-19)011Lにおいて44.7%とやや高い休眠率が見ら

れ，ここでは非休眠は雌，休眠は雄の比率が高かっ

た。 1L: 23Dでは61.5%のやや高い休眠率であっ

た。 12日間15Lに置いた後， 12Lへ移した場合は，休

眠率は81.7%と高かった(表 2-20)。

エ 考 察

鹿児島，長野，つくばの 3系統の休眠誘起条件は

表2ー 18 長日明ミら短日へ移行した場合の休眠率

(20'C，長野系統)

日長条件 休眠数 休眠率個体数

15L→12L 司

J

a

且

守

山

U

『，.

A品
T

a

品

T

Z

J

a

斗

96.2 

95.9 

98.2 

48 97.9% 

88.0 15L→llL 50 

15L→10L 52 

13L→12L 49 

55 54 13L→llL 

1) 産卵から 12日間

表 2-17 20'C，一定日長条件における長野系統オオタ 表2-19 20'C，一定日長条件におけるつくば系統オオ

パコカ、、の休眠率 タバコ方、の休眠率

非休眠個体 休眠個体 非休眠個体 休眠個体

日長条件 休眠率 日長条件 休眠率

雌 雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄

会明 30 22 O 5 8.8% 全明 15 15 1 。 3.2% 

15L: 9D 27 20 1 7 14.5 15L: 9D 9 15 。。 。
14L:lOD 10 2 2 3 29.4 14L:lOD 26 17 。 8 15.7 

13L:11D 8 3 17 19 76.6 13L:11D 15 17 4 2 15.8 

12L:12D 7 7 18 17 71.4 12L:12D 9 7 1 1 11.1 

11L:13D 8 O 16 23 83.0 11L:13D 15 6 4 13 44.7 

10L:14D 11 4 16 24 72.7 10L:14D 5 14 1 3 17.4 

1L:23D 7 9 11 23 68.0 1L:23D 7 3 10 6 61.5 
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明らかに異なり， 日長反応曲線は 3つのパターンを

示した(図 2-4)。幼虫期間を通じて20
0

C，短日条

件でも休眠率が高くならない鹿児島系統は，一見休

眠性を持たないように見えるが，若齢幼虫期に13L

以上の長日から，中齢以降は12L以下の短日条件に

置かれると高い休眠率を示した。このことは秋の特

定の時期 (13Lから12Lへ日長が短くなる時期)にふ

化した幼虫のみが休眠に入る可能性が高い。清水

(1999)は千葉県の個体群では， 20
0

Cの12Lではほと

んど休眠率は上がらず，高温長日条件で飼育した 3，

4齢幼虫を低温短日条件に移行すると休眠率が高く

なることを報告している。

温度の影響については本研究では十分検討してい

ないが，少なくとも，若齢期の長日条件は20
0

Cで十

分であり，それ以上の高温は必要としていない。ま

た，中齢期に10日間15
0Cに下げた実験では，休眠率

表2ー20 長日初当ら短日へ移行した場合の休眠率

(20
0C，つくば系統)

日長条件 個体数 休眠数 休眠率

15L→12L 41 33 81.7% 

1) 産卵から 12日間

100 

休

眠

50蜘・ー一、ーーーーー一ーー -1- -ーーーーーーー

率

% 

。
10 12 14 

日長(明期時間)

0 

・4
24 

図2-4 オオタバコガ3系統の各日長条件下におけ

る休眠率 (200

C)

・;鹿児島系統， 0 長野系統

ム;つくば系統

が20
0Cの場合より高まる傾向もなかったことから

(表 2-14)，温度より日長が強〈影響しているもの

と考えられた。ただし，低温で長期間飼育した場合

については検討していない。これらの日長条件を感

受する発育ステージは，本研究では幼虫期のみで，

踊期は影響きれなかったが(表 2-15)，清水(1999)

は踊期も影響を受けると述べている。このように細

部において異なる点もあるが，全体としては鹿児島

系統と千葉系統の休眠性はよく似ていると考えられ

る。

長野系統の日長反応曲線は典型的な長日型の反応

を示し，臨界日長は13Lと14Lの間であった。 Qure-

shiら(1999)は岡山県産のオオタバコガ個体群にお

いて，ほぼ同様のパターンと臨界日長12Lと13Lの

聞を報告している。本研究の長野系統との差は 1時

間程度あるが，短日条件でも100%の休眠率にならな

いことや，長日条件でも10%以上の休眠個体が出現

する点など共通点が多い。

つくば系統は多少のふれが認められたものの，休

眠率は各日長条件下で長野と鹿児島の聞に位置し，

1 Lという異常な短目では長野に近い高い休眠率

(62%) であった。これらのことからつくば系統の

休眠性(誘起条件)は鹿児島と長野の中間型である

と考えられた。

本研究で得られた鹿児島，長野，つくばのオオタ

バコガの休眠性の結果と，岡山 (Qureshiら， 1999)， 

千葉(清水， 1999)の結果を考え合わせると，地理

的傾斜などの一定の傾向を見いだすことは出来な

い。休日民性は遺伝的に固定されている性質であり，

1994年の大発生の後に現在のように変化したとは考

えにくい。このようなことから，各地のオオタバコ

カ、、の休眠性に見られる差異は，侵入した系統の違い

によるものと考えられる。

オ要約

(1) 三重県における発生量の年次変化

平成 8年のキャベ、ソほ場のフェロモントラップに

はオオタバコガが年間181個体誘殺されたが，年を追

って減少傾向で，平成10，11年にはそれぞれ19，25 

個体であった。タバコガは平成 9年に224個体で最も

多かったが，少ない年でも50個体前後で安定してい

た。

(2) アンケートによる全国発生調査

オオタバコ方、のフェロモントラップ当たりの年間
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総誘殺数の全国平均は平成 8-10年の 3年間は220

個体弱で極めて安定していたが，平成11年には144個

体で減少傾向が認められた。タバコ方、は平成10年に

130個体であった他は90個体前後で安定していた。タ

バコガ類の発生消長パターン，被害作物等が明らか

になった。

(3) オオタノてコガのイ木眠'性

鹿児島系統は20
0

C，短日条件で飼育しでも休眠率

は極めて低かった。しかし，若齢幼虫期の10日間を

13L以上の長日に置き，以後を12L以下の短目に置

いた場合は踊の休眠率は高くなった。長野系統は日

長の変化がなくても13L以下の短目で育つと高い休

眠率を示した。つくば系統は死亡率が高く，休眠率

もややふれたが鹿児島と長野の中間の休眠性を示し

た。以上のような休日民性の重大な違いは， 1994年以

降に獲得した性質とは考えにくく，系統の起源が違

っていたことによると考えられる。
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第3章化学的防除技術の開発

ア研究目的

オオタバコガ、は1994年から各地で大発生したが，

それまで問題になることがなかったので，登録薬剤

が無く有効薬剤も不明で、あった。簡易な薬剤感受性

検定法を開発し，有効薬剤を探索することを目的と

した。

イ研究方法

供試した個体群は鹿児島系統で， 25
0

Cで，インセ

クタ LFを餌に継代飼育しているものを用いた。若

齢幼虫(体長 1cm以下)と老齢幼虫(体長 2cm以上)

について，各種薬剤の実用濃度とその10倍濃度にお

ける死亡率を調査した。薬剤の処理は人工飼(イン

セクタ LF)を10秒間薬液に浸潰し，風乾後幼虫に与

える方法と，同時に幼虫自身も 10秒間浸潰する 2通

りの方法を用いた。人工飼料は厚さ約 3mmに薄切り

し，これを 4等分した。薬液処理後これらを 1片ず

つ，底にろ紙を敷いたプラスチック容器(径 6cm高

き 2cm) に入れ，幼虫を 1個体ずつ放した。調査は

若齢幼虫は 5日前後に生死の判定をしたが，苦悶虫

は10日程度まで延期して判定した。老齢幼虫は羽化

したものを生存虫とした。

ウ 結果と考察

インセクタ LFを薄切りして，薬液に浸i責する方

法は(小野本ら， 1996)，オオタバコyゲの有効薬剤の

探索には適した方法であった。植物の葉を浸漬して

与える方法は， IGR剤などのように判定に 7日以上

要する場合は，枯れてしまうので十分なデータが得

られなかったが，本法では10日程度の飼育が十分可

能であった。

餌のみを浸漬処理し，それを若齢幼虫に与える方

法によって，実用濃度で100%の死亡率を示した薬剤

はクロルフェナピル剤，エマメクチン安息香酸塩剤，

フルフェノクスロン剤，スピノサド剤であった(表

3-1)。このうち，エマメクチン安息香酸塩とフル

フェノクスロン剤は慣行の1/10希釈の20，000倍で

も， 100%の死亡率で最も効果が高かった。これらの

表 3ー l オオタバコガ幼虫の各種薬剤に対する感受性

薬剤名 若齢幼虫 老齢幼虫 2)

(商品名) 濃度

虫数 死亡率1)虫数死亡率 2) 供試虫数死亡率

クロルフェナピJレ剤 x 2，000 20 

(コテツフロアブル) x 20，000 20 

エマメクチン安息香酸塩剤 X2，000 20 

(アファーム乳剤) X20，000 20 

フルフェノクスロン剤 x 2，000 20 

(カスケード乳剤) X20，000 20 

スピノサド剤 x 4，000 20 

(スピノエース水和剤) x 40，000 20 

ピリミホスメチル剤 x 1，000 20 

(アクテリック乳剤) x 10，000 20 

アセフェート剤 x 1，000 20 

(オルトラン水和剤) x 10，000 20 

NAC斉u x 1，000 20 

(デナポン水和剤) x 10，000 20 

メソミ Jレ弗j x 1，000 
(ランネート水和剤) x 10，000 

1)餌のみ浸潰処理 2) 餌と虫体とも漫潰

100% 

15 

100 

100 

100 

100 

100 

25 

80 17 

10 18 

10 18 。 20 。
5 
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41% 
11 

6 

O 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

10 

10 

20 

20 

95% 

20 

70 

60 

100 

90 

70 

0 

0 

0 

40 

O 

50 

5 



薬剤はいずれも近年開発された新しい系統の薬剤で

ある。一方，既存の有機リン剤(ピリミホスメチル

剤，アセフェート剤)やカーパメイト剤 (NAC剤，

メソミル剤)の効果は低く，これらは餌と虫体の両

方を浸漬しても死亡率は上昇しなかった。

老齢幼虫については餌と虫体の両方の浸漬処理を

したが，フルフェノクスロンが100%の死亡率であっ

た他は，いずれも若齢幼虫よりは低い死亡率であっ

た。なお，フルフェノクスロンは踊化するが羽化し

ないで死亡するものが多かった。本種の老齢幼虫は

果実や菅に食入する習性があり，実用場面では老齢

幼虫の薬剤による防除は困難と考えられる。

オオタバコカ。は多くの作物を加害するため，生産

現場に近い各府県においても積極的に有効薬剤の探

索が行われた(小野本ら， 1996;染谷・清水， 1997; 

上和田， 1998;早田， 1998;樫山ら， 1999;桑津，

1999 ;清水， 1999)。これらの報告には，本研究で有

効性が確認された薬剤の他に，多くの BT剤， IGR 

剤の有効性が報告されている。しかし，本研究でも

見られたように，老齢幼虫になってからの化学的防

除は困難で、あり，その対策も検討されている。例え

ば，レタスでは結球期には毎週連続して 3回薬剤散

布する方法で効果を上げている(樫山， 1999;小林，

1999)。薬剤以外ではコナカ、、コンを用いた交信撹乱

(小林， 1999)や，黄色蛍光灯による防除(柴尾ら，

1997 ;八瀬， 1996) も検討されている。

また， 日本植物防疫協会は平成10年と 11年にオオ

タバコガ防除特別連絡試験を実施した。これによっ

て，ナス， トマト，ピーマン，レタス，キクなどに

対する農薬登録が急速に進んだ(林， 1999)。

エ要約

若齢幼虫に対し，実用濃度で100%の死亡率を示し

た薬剤は，クロルフェナピル剤，エマメクチン安息

香酸塩剤，フルフェノクスロン剤，スピノサド剤で，

古くから使用されてきたアセフェート剤， NAC剤，

メソミル剤は，ほとんど効果がなかった。若齢幼虫

に有効な薬剤でも，老齢幼虫では効果が低下した。
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第 4章生物的防除素材の開発

1 オオタバコガの発生実態と天敵の調査

ア研究目的

1994年以降，オオタバコ方、の発生が顕在化し， ト

ウモロコシ， トマト，花き類などの作物に大きな被

害を与えており，これに対する IPMを早期に策定

する必要がある。その基礎的知見を得る目的で，フ

ェロモントラップ等による成虫捕獲ならびに圃場内

で発生した幼虫の捕獲を行い発生実態を明らかにす

るとともに天敵の調査を行った。

イ研究方法

1)フェロモントラップによる成虫捕獲

農業研究センター圃場(茨城県つくば市観音台)

にタバコガとオオタバコ方、の市販の合成フェロモン

剤をそれぞれ入れたトラップ(乾式生け捕り式捕虫

器，平井(1991))を設置し，捕獲数を調査した。フ

ェロモン剤は月 1回の割で交換した。

2 )スイートコーン圃場における幼虫調査

農業研究センター内圃場に栽培したスイートコー

ン(品種:ピーターコーン)の茎または子実の幼虫

数を調査した。播種目と調査日は以下の通りである。

1996年 4月26日播種 7月19日調査;1997年:4 

月21日播種 7月24日調査および5月10日播種 8

月 6日調査;1998年:5月 8日播種 8月 7日調

査;1999年:6月15日播種， 10月6日調査。

3 ) トマト圃場における天敵の調査

1999年に農業研究センター内の雨よけハウス (27

m'， 2畦X16本=32本栽培 5月17日移植)で栽培

したトマトならぴにハウス周辺の露地に置いた1/
5000 aポット植えのトマトにオオタバコガ飼育幼虫

を接種し，一定期間後に幼虫を回収して室内で個別

飼育した。また，露地栽培のトマト (18m'， 2畦×

15=30本 5月10日移植)に発生したオオタバコ方、

幼虫を 9月下旬-10月上旬に採集し，室内で個別飼

育した。試験に用いたトマト品種はいずれも桃太郎

である。飼育中に幼虫から脱出した寄生性天敵は，

標本にして農業環境技術研究所昆虫分類研究室に同

定依頼した。

4 )卵トラップによる卵寄生蜂の調査

室内で累代飼育しているオオタバコヌゲ成虫の卵を

紫外線照射によって殺卵し，採卵用紙ごと荷札に張
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り付け(卵トラップ)， 1998年 4月と 1999年 1月から

4月に農研センター敷地内の雑草地に約 1mの高き

になるよう鉄棒等に結びつけて設置した。卵トラッ

プは約48時間後に回収し，数卵ずつに分けて管ピン

に納め，シリコセンで蓋をして25
0Cに置いた。オオ

タバコガ、卵から脱出したタマゴパチ類成虫には，ヨ

トウカ、、卵等を与え飼育した。

5 )オオタバコガ幼虫の移動性調査

薬剤あるいは病原性ウイルスの効率的な散布を行

うための基礎データとして，若~中齢幼虫期のオオ

タバコガの植物体上の分布を調べた。雨よけハウス

(前述)内のトマトの主茎(地上高約 1m)に室内

飼育ふ化幼虫を接種し 4日後あるいは 8日後に葉

と花を主茎から全て切り取って幼虫を採集し，その

位置(地面から幼虫がいた葉あるいは花の基部まで

の高さ)を記録した。幼虫は，齢期を確認するため，

人工飼料(インセクタ LF，日本農産工業)で個別に

飼育し脱皮回数を調べた。

ウ 結果及び考察

1)フェロモントラップによる成虫捕獲

合成フェロモン剤トラップによる成虫の発生量調

査を 4年間， トウモロコシ圃場における幼虫の発生

調査を 3年間にわたって行った。 1996年は，オオタ

バコ yゲのフェロモントラップを 6月15日に設置し，

7月21日に初捕獲 1個体を得た。 7月26日に 1個体

を捕獲したが，以後9月30日まで捕獲個体はなかっ

た。なお， 1996年はタバコ yゲのトラップは設置しな

かった。オオタバコガ，タバコ yゲの双方のトラップ

を設置した1997-1999年の 3年間のつくば市観音台

地区におけるタバコガ類の捕獲数は， 1997年が最も

多く，それ以降年々減少した。

1997年は約2.5km離れた 2圃場にトラップを設置

し，多数捕獲地点ではオオタバコガが30個体， タバ

コカ、、が128個体，少数捕獲地点ではオオタバコ力、、が3

個体，タバコカ、、が62個体であった。 1998-99年は，

上記の多数捕獲地点にのみトラップを設置した。こ

の多数捕獲地点における1凹99釘7-1999年の夕パコ〉ガ7ゲおと

オオ夕パコカ

はタパコヌガ7ゲ〉は 5月5半句カか冶らフエロモントラツフプ。に

捕獲きれたが，オオタバコヌゲは 7月になってから捕
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図 4-1 フェロモントラップによるタバコガ 2種の

捕獲数(つくば)

(横軸は調査月半句，縦軸はトラップ1台あ

たりの捕獲数)

(黒:タバコガ，灰色:オオタバコガ)

獲された。オオタバコガの捕獲数が14個体，タバコ

カ、、の捕獲数が56個体で 2種合計捕獲数におけるオ

オタバコ方、の割合は前年度と同様に約20%であっ

た。 1999年はオオタバコガの捕獲数が2個体，タバ

コガが44個体で両種とも前年度よりさらに捕獲数が

少なし 2種合計捕獲数におけるオオタバコカ、、の占

める割合は約4%であった。

2 )スイートコーン圃場における幼虫調査

1996年は 7月19日に茎と子実を加害している幼虫

の調査を行った。スイートコーン300株調査で得られ

たオオタバコカ壮10個体(0，03個体/株)であった。

また，同一圃場内に設けたタマコゃパチ 3種の放蜂試

験区を含む16区画(各0，6a)で行った調査(平井ら，

1997) では， 16区画平均の調査株70株あたりのアワ

ノメイガの幼虫数は10.6個体，オオタバコカ、、の幼虫

数は1.4個体であった (0.02個体/株)01997年に調

査を行ったスイートコーン圃場ではアワノメイ力、を

対象に卵寄生蜂による防除試験を実施し，キイロタ

マゴパチ，アワノメイガタマゴパチをそれぞれ放虫

した区，ダイアジノン処理区，無処理区の合計4区

から120株ずつ計480株を刈り取って，茎と子実の害

虫を調査した。 7月24日の調査で480株から採集され

た鱗麹目幼虫の合計62個体のうち30%がアワノメイ

ガ， 22%アワヨトウ， 18%がオオタバコ yゲであった。

8月6日の調査で480株から採集された鱗題目幼虫

と踊の合計140個体中91%がアワノメイグ， 8%がア

ワヨトウ， 1 %がオオタバコカ、、であった。 1998年 8

月7日の圃場調査ではオオタバコガ幼虫の発生は認

められなかった。 1999年10月の調査では，同一圃場

内の 2地点の各30株から採集された幼虫の約95%が

アワノメイガであり，残りがクサシロヨトウ，アワ

ヨトウ，オオタバコガで各 1-2% (1株当たり

0.1-0.2個体)であった(表 4-1)0 1996-1999年

の調査では，オオタバコ方、の発生はごく少なかった

が， トウモロコシはオオタバコカ、、にとって好適な餌

であり (Casimeroet a1.，2000)，突発的な被害も報

告されている(小林ら， 1978) ことから， トウモロ

コシの IPMを推進するには，重要害虫であるアワ

ノメイガ、に加えオオタバコカ、、を対象とすることが必

要であろう。 トウモロコシの主要害虫であるアワノ

メイカ、、に対してはアワノメイ方、タマゴパチを増殖し

放虫することが有効であることが報告されており

(平井， 1997;平井ら， 1997)，関東では 5月上旬ま

でに播種し 7月中に収穫する作型を対象に 6月に

l蜂を放すと好成績が得られる。タマゴコパチによる，

アワノメイ yゲとオオタバコカ、、の同時防除の可能性は

高いが，実用化には蜂の低コスト大量生産技術の開

発が必要で、ある。

3 ) トマト圃場における天敵の調査

1999年 6月6日，露地に置いたポット植えトマト

4株にそれぞれ 5，10， 20， 30個体のオオタバコ方、

2齢幼虫を接種し，接種17日後に 8個体を回収した。

回収時の幼虫ステージは，中~老齢であった。回収

個体を室内飼育したところ 2個体から寄生蜂幼虫

が脱出し，羽化に成功した 1個体はタバコアオムシ

チピアメパチ Campoletischlorideaeと同定された。

7月21日と22日に雨よけハウスのトマト 3株に合計

表4-1 トウモロコシ(スイートコーン) 1茎当たり

の主要害虫の幼虫数 (m:tSD)
間査地点 閥査茎数 オオタバコガ アワノメイガ クサシロヨトウ アワヨトウ

圃場西辺 30 0.2土 0.5 7.7 :!: 3.9 0.1士0.4 0.2土 0.4

中央地点 30 0.1土 0.3 11.8士6.3 0.2 :!: 0.5 0.1 :!: 0.4 

割合(兇) 1 -2 94-97 1-2 l【 2

幼虫は中~終齢幼虫が主体 1999年10月6日調査
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210個体のオオタバコカ、、ふ化幼虫を放飼し， 7月30日

に112イ固体(中齢主体)を回収し，室内で個別飼育し

たが，天敵の寄生を受けた個体は認められなかった。

ハウスは，天井部分と側面の上半分のみがピニルに

覆われているが，開放部分が多いため寄生性天敵の

出入りが妨げられたとは考えにくい。天敵による寄

生が認められなかった理由としては，試験時期が天

敵の発生数が少ない時期に重なっていた，あるいは

回収時期が幼虫が天敵の寄生に適したステージに達

する前であった等が考えられるが，明らかではない。

なお，アシナガパチ(種名は不明)による幼虫の捕

食が観察された。

9月29，30日に農研センター内の露地トマトから

採集されたオオタバコガ幼虫29個体(中~老齢)を

個別飼育し，死亡要因の調査を行った。採集個体の

約45%が寄生蜂(大半はギンケハラボソコマユパチ

Meteorusρulchricornis)に寄生されており，約17%

が緑きょう病菌に感染していた(表 4- 2) 0 10月4

日に採集した 4個体では，寄生蜂による死亡は 3個

体，緑きょう病菌による死亡が 1個体であった。

オオタバコガの幼虫寄生性天敵については，高篠

ら(1998)が四国地域を中心に調査を行い 3種の幼虫

寄生蜂を確認しており，今回の調査で寄生が認めら

れたタバコアオムシヤドリパチとギンケハラボソコ

マユパチが幼虫寄生性天敵として重要な位置を占め

ていた。これら 2種の寄生蜂は，関東と四国のいず

れにおいてもオオタバコカ、、の主要な幼虫寄生性天敵

と考えられ，国内の広い地域でオオタバコカ、、の発生

制御要因となっている可能性が高い。

4 )卵トラップによる卵寄生蜂の調査

1998年ならぴに1999年にオオタバコ yゲの卵トラッ

表4ー2 露地トマト採集個体の死亡原因

個体数 % 

オオタバコ成虫羽化 10 34.5 

| キ片ハラポソコマユ.1¥.チ 10 34.5 

死 タハ・コ7オムげピ 7メハ・チ 3.5 

寄生蜂(米同定)* 2 6.9 

亡 緑きょう病菌 5 17.2 

不明 l 3.5 

i口L 計 29 

プを野外の雑草地に設置した結果，卵寄生蜂の寄生

が認められた。1999年は 1月からトラップを設置し，

4月6日以降回収分の卵で卵寄生蜂の寄生が認めら

れた。種類は Trichogrammasp. (キャベ、ソ圃場のコ

ナガ， ヨトウガ，ウワパ類の卵に寄生する卵寄生蜂

と同じ種類)で， ヨトウカ、、卵(スジコナマダラメイ

カ、卵では寄生率がやや落ちた)で容易に累代飼育で

きることが分かった。なお，この蜂はトマトの葉に

産下されたオオタバコカ、、卵に寄生可能で、あることが

確認された。今後は，種の同定を進めるとともに宿

主域を明らかにしていく必要がある。

5 )オオタバコカ、、幼虫の移動性調査

浸透移行性のない薬剤あるいは病原性ウイルス等

の微生物防除剤を施用する場合は，防除対象である

害虫，特に若齢期の幼虫に確実に剤を到達させなけ

ればならない。オクラではオオタバコヌゲ幼虫はその

生育段階によって生息場所に違いが認められること

が知られており(上和田， 1996) このような植物体

上の幼虫の分布を明らかにすることにより，防除効

率を高めるような施用法の開発が期待される。そこ

で，雨よけ栽培のトマトで幼虫の放飼実験を行い，

若~中齢幼虫期のオオタバコ yゲの分布を調べた。ハ

ウス内のトマト主茎の地上高約 1mの位置にふ化幼

虫を放飼し 4日後と 8日後に回収して幼虫の定着

位置を調べた結果を図 4-2， 3に示した。 トマト

の葉あるいは果実で幼虫を室内飼育した場合，多く

の個体が6齢で踊化する (Casimeroet al.リ 2000)

ことから，接種8日後の齢期は 6齢で踊化すると

仮定し，その後の脱皮回数(1回脱皮後踊化39%，

2回脱皮後踊化50%， 3回脱皮後踊化11%)から推

定した。幼虫の齢期は接種4日後には 2齢-3齢

で，ほとんどの個体が接種点から上下20cmの範囲に

とどまっていた(図 4- 2)。接種8日後には約90%

が4-5齢で，幼虫の分布は，接種4日後より広い

範囲に拡大する傾向が認められた(図 4- 3)。以上

のことから産卵が特定の部位に集中する作物にお

いては，若齢幼虫の分布域もその周辺にとどまるも

のと考えられ，防除剤の集中施用により防除効率を

高めることができるものと期待される。産卵行動に

は，作物の種類や生育ステージが大きく影響すると

考えられるため，今後，成虫放飼実験等による幼虫

1999年9月29，30日採集，農研センターHA8闘場 分布の確認が必要で、ある。

*オオタバコガ幼虫から脱出した寄生蜂幼虫が踊化前に死亡
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図4ー3 トマトに接種したオオタバコ方、ふ化幼虫の

8日後の位置

(7月21，22日接種， 7月30日回収， 70個体/

株接種の 3株合計個体数)

エ要約

オオタバコ yゲの IPM策定の基礎的知見を得るた

めに，フェロモントラップによる成虫発生調査，圃

場における幼虫発生調査，卵期と幼虫期の天敵調査

を行った。農業研究センター内に設置したフェロモ

ントラップにおける年間捕獲数は， 1997年には30個

体であったが，それ以降年々減少した。同センター

内スイートコーン圃場におけるオオタバコヌゲの発生

量は少なく， 0.02-0.2個体/株であった。卵期の天

敵として Trichogrm仰 nasp.が，幼虫期の天敵とし

てタノてコアオムシチビアメノてチ Cm句りoletis chlor-

ideae，ギンケハラボソコマユパチ Meteorus ρul-

chricornぬならぴに緑きょう病菌が確認された。

2 昆虫病原性ウイルスの感染性調査

ア研究目 的

オーストラリアでは，オオタバコカ、、がヤカ、年三十害虫

に一般に使われているピレスロイド系，有機塩素系，

カーパメート系殺虫剤に対する抵抗性を持つことが

知られている (Gunnningand Easton， 1993 ; Gun-

ning et α人 1984，1992; Kay， 1977 ; Kai 'et al.， 

1983 ; Wilson， 1974; Goodyer et al.， 1975; 

Goodyer and Greenup， 1980)。日本でも，オオタバ

コガはピレスロイド系殺虫剤等薬剤に対する感受性

が低い(上和田， 1998) ため，各種作物で難防除害

虫となっている。他方，施設栽培の野菜等では，受

粉用のマルハナノてチや天敵昆虫の使用が普及しつつ

あり，鱗遡目害虫の防除に化学合成農薬が使用でき

ない場面も生じている。環境の保全や食品の安全性

向上に対する関心はさらに高まる傾向にあり，オオ

タバコガにおいても，化学合成殺虫剤の代替となる

新たな防除素材の開発を急ぐ必要がある。昆虫病原

性ウイルス，特に核多角体病ウイルス (NPV)は宿

主特異性が高く，天敵昆虫等との併用が可能で、ある

等総合防除の素材として有望な特性を備えているた

め，中国(中国作物病害虫編纂委員会， 1979 ; Entwis-

t1e， 1998)，オーストラリア (Teakle，1998)，イン

ド (Easwaramoorthy，1998)，インドネシアとタイ

(J ones et al.， 1998)で、は， ウイノレスによるオオタ

バコガ防除に関する研究が推進されている。日本で

は，松井(1989)が 6種類の NPVのタバコガ幼虫に

対する病原性を調べた結果を報告しているが，オオ

夕パコカ

われていない。そこでで、，オオタバコガ防除に有効な

病原性ウイルスの探索を行った。

イ研究方法

1)各種昆虫病原性ウイルスのオオタバコガに対

する感染性の調査

当研究室で保存している昆虫病原性ウイルスのう

ち，ヨトウカ、、 Mamestrabrassicae NPV (東京株)， 

オオタバコ jj、NPV(タイ株)，シロモンヤガ Xestia

c-nigrum NPV (三角型株)， Helicoveゆazea NPV 

(商品名 Elcar)，シロモンヤガ頼粒病ウイルス

(GV)を供試した。 NPVの多角体あるいは GVの

頼粒体を部分精製し，それぞれ人工飼料に混ぜてオ

オタバコガ幼虫(若~中齢)に摂食させた。ウイル

ス接種した幼虫は個別飼育し，外部病徴ならびに光

学顕微鏡による観察を行って感染の有無を調べた。

2 )オオタバコ庁、幼虫におけるシロモンヤ方、 GV

の NPV感染力増強作用

シロモンヤカ、、 GVの頼粒体をアルカリ溶解後中

-34-



和し，超遠心処理によってウイルス粒子を除いて上 表4-3 オオタバコガ幼虫に対する各種昆虫病原性

清(頼粒体上清)を得た。ヨトウガ NPV(東京株) ウイルスの感染性

またはオオタバコ yゲNPV(タイ株)の多角体を単独

あるいは頼粒体上清とともに人工飼料の小片に滴下

し，オオタバコカ、、中~老齢幼虫に個別に摂食させた。

幼虫は人工飼料を与えて個別飼育し，外部病徴と顕

微鏡観察によってウイルス感染の有無を確認した。

ウ 結果及び考察

1)各種昆虫病原性ウイルスのオオタバコ方、に対

する感染性の調査

日本におけるオオタバコカ、、の病原微生物に関する

報告は，市販の BT剤の効果試験(上和田， 1998) 

があるものの，それ以外の病原微生物については四

国で行われた天敵の探索による GVと糸状菌 2種

の確認(高篠ら， 1998) と神奈川県における微胞子

虫の報告(阿久津ら， 2000)があるのみである。他

方，海外においては中国 (Entwistle，1998)，オース

トラリア (Teakleet al.， 1985 ; Teal王le，1998)， ボ

ツワナ (Roome，1975; Flattery， 1983)，インド

(Dhandapani et al.， 1992; Easwaramoorthy， 

1998) ，イギリス、(Wi11iamsand Payne， 1984)等で

NPVや BTに関する病原性試験や圃場試験が行わ

れ，防除におけるウイルスの有効性が示されている。

本研究でお行ったオオタバコガ幼虫の天敵調査で

は，病原微生物として確認されたのは緑きょう病菌

のみであり(表 4-2)，ウイルスは発見することが

できなかった。そこで，当研究室で保存しているヤ

yゲ科害虫から分離された NPVを用いて接種試験を

行い，オオタバコ yゲに対する病原性を確認した。実

験の結果，オオタバコガ NPVをはじめ供試した 4

種類の NPVすべてがオオタバコフゲ幼虫に感染性を

示すことが明らかになった(表 4- 3)。感染幼虫で

は，表皮がもろくなる，死亡後体内容が液状化する

など NPVに特有の病徴が観察され，体内には多角

体が多数形成された。他方，シロモンヤガGVを接

種した幼虫では発病が認められず，本ウイルスはオ

オタバコ方、に感染性を持たないものと考えられる

(表 4-3)。

NPVのタバコカ、、幼虫に対する病原性に関して

は，松井(1989)による報告があり，今回供試したウ

イルスのうち，シロモンヤガ NPVを除く 3種類の

NPVがタバコカゃに感染することが確認されている

ことから，単一ウイルスによるオオタバコ方、とタパ

35 

供試ウイルス オオタバコガ感染性

ヨトウガNPV 東京株) あり

オオタバコガNPV(タイ株) あり

シロモンヤガNPγ(三角型株) あり

Helfcoverpa zea NPγ(Elcar) あり

シロモンヤガGV なし

コカ、、の同時防除の可能性は高いものと考えられる。

2 )オオタバコガ幼虫におけるシロモンヤガGV

の NPV感染力増強作用

NPV等の病原微生物を害虫防除に利用する場

合，遅効性(感染から死亡までに時間がかかる)，生

産コストが高い(ウイルスは大量飼育した宿主幼虫

を用いて生産される)，効果の安定性が低い(幼虫の

感受性はステージが進むと低下する)等の問題が生

じ実用化が阻まれる場合がある。病原性の強化は，

コストの低減や効果の安定性向上のキーポイシトで

あり，ウイルスによる防除の実用化における重要課

題と言える。ウイルスの感染力を強化する物質の探

索は，米国等の複数の研究グループによって1950年

代から行われており(後藤， 1999)，日本でも，北海

道でシロモンヤ方、から分離された GVがシロモン

ヤガ，アワヨトウ，ヨトウyゲ等の幼虫に対する NPV

の感染力を増強する作用を示すことが明らかにされ

ている (Goto，1990 ; Goto et al.， 1992)。そこで、，

シロモンヤガ GVの感染力増強作用がオオタバコ

カ、、幼虫でも認められるか否かを確認するために，オ

オタバコカ、、幼虫にシロモンヤyゲGVの頼粒体抽出

液とともにヨトウガ NPV(東京株)またはオオタバ

コカ、、 NPV(タイ株)の多角体を経口接種し，頼粒体

抽出液の添加の有無による NPV感染率の差を調べ

た。ヨトウガ NPV(東京株)，オオタバコガ NPV(タ

イ株)のいずれの場合も NPV感染率は，頼粒体抽出

液の添加によって著しく上昇した(表 4-4， 5， 

6 )。また，オオタバコ力、 NPVの5齢((最終-1)

齢)幼虫における接種実験では，感染率上昇に加え，

致死日数の短縮も認められた(表 4-6)。今後は，

若齢期を含む各ステージの幼虫を用いた詳細な感染

実験を行い， NPVならびに GVの防除素材として

の有効性を明らかにする必要がある。



表4-4 オオタバコ yゲにおける GV頼粒体抽出液添

加によるヨトウyゲNPV感染率(%)の上昇

n，. ， n~ 多角体
NPV接種最 2x10 2x10' 2X10' '7個体)
PBS 仏o(10) 0.0 (11) 10.0 (JO) 25.0 (8) 

頼粒体抽出液牢 0.0 (JO) 54.5 (J1) 72. 7 (JD 

*シロモンヤガGV乾燥頼粒体10μg/個体に相当する抽出液を添加。
NPγ:ヨトウガNPV(東京体).接種量は多角体数/個体で表示。
カッコ内は供試したオオタバコガ中齢((最終齢 2)齢)幼虫の個体数。

表 4-5 オオタバコ方、幼虫におけるシロモンヤガ

GVのNPV感染力増強作用

NPV接種量 GV頼粒体上清 NPV感染率 {共試個体数
(多角体数/個体) 接種量 (μg/個体) (%) 

3 x 10 0.0 0.0 24 

3 x 10 2.4 37.5 24 

3 x 10 12.0 75.0 24 

3 x 10 60.0 69.6 23 

3 x 102 0.0 4.2 24 

3 x 102 2.4 87.5 24 
3 x 102 12.0 87.5 24 

3 x 102 60.0 83.3 24 

3 x 10 3 0.0 8.3 24 
3 x 10 3 60.0 95.8 24 

NPV:ヨトウガNPV(東京株)，オオタバコガ幼虫((最終ー1)齢)を供試。
GV頼粒体上清接種量は頼粒体乾燥重量に換算した値で示した。

表4-6 オオタバコガ幼虫における GV頼粒体抽出

液添加によるオオタバコガ NPV感染率

(%)の上昇

PBS 

添加

試験 NPV感染率(%)
25.0 平均感染率
8.3 平均致死日数 > 
25.0 

19.4% 
11.6日

GV* 100.0 平均感染率 100.0% 

添加 100.0 平均致死臼数 8.4日
100.0 

* シロモンヤガGVの頼粒体抽出液 50μg乾燥頼粒体相当/{団体を添加巴
NPV:オオタバコガNPV(タイ株)，接種量1.6XIO' 多角体数/個体。
カッコ内は供試したオオタバコガ幼虫((最終齢ー1)齢)の個体数.

エ要約

宿主特異性が高く，受粉用見虫や天敵昆虫と併用

が可能な生物的防除素材である昆虫病原性ウイルス

がオオタバコカゃ防除に利用可能で、あるかを明らかに

するため，各種ウイルスのオオタバコカ、、幼虫に対す

る感染性を調べた。オオタバコガ NPV，ヨトウガ

NPV，シロモンヤ方、 NPV，HelicoveゆαzeaNPV 

がオオタバコ方、に感染性を示すことが確認された

が，シロモンヤヌゲGVは感染性を示さなかった。シ

ロモンヤグGVの頼粒体から抽出されたタンパク

質は，数種のヤ7ゲ科幼虫において NPVの感染力を

強化する作用を示すことが知られているため，オオ
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タバコガ NPVとヨトウyゲNPVの多角体にこのタ

ンパク質をそれぞれ添加してオオタバコ庁、幼虫に経

口接種した。その結果，多角体にこのタンパク質を

添加して接種した場合，多角体単独接種に比べて著

しく感染率が上昇することが確認され， GVの感染

力増強作用を利用した実用性の高いウイルス殺虫剤

開発の可能性が示唆された。

3 オオタバコガの飼育方法の改良

ア研究目的

オオタバコガは， ヨトウガやハスモンヨトウ等他

のヤyゲ類害虫と同様に市販の昆虫用人工飼料(イン

セクタ LF)を用いた飼育が可能で、ある。しかし，オ

オタバコヌゲは，交尾に比較的大きな空間を必要とす

る(平井， 1995)，卵は卵塊ではなくばら産みされる，

中齢以降になると共食いが激しい等室内飼育をする

上で問題となる性質を持っているため，多数の個体

を累代飼育することは容易で、はない。そこで，幼虫

飼育容器や採卵容器に改良を加えるとともに飼育中

の病気を防ぐための卵の消毒法について検討し，飼

育の効率化を図った。

イ研究方法

1)採卵容器の試作と採卵用紙の選定

透明アクリル板を用いて一辺約30cmの立方体の採

卵用容器を作成した。容器は上下に分割され，金具

で着脱する方式にした。また，採卵紙の交換用に上

部四隅にスリットを入れ，成虫の餌であるハチミツ

液を入れた容器の交換や死亡した成虫の除去用の窓

を設けた。採卵用紙には，櫨紙，ペーパータオル等

を供試し，産卵状況を観察した。

2 )卵の消毒

上記の採卵容器で得られたオオタバコ方、卵を産卵

後， 250Cでは 1日， 180Cでは 2-3日経過した時点

で次のように処理した。 70%エタノール(3分)→

0.3%ホルムアルデヒド水溶液 (10分)→70%エタノ

ール (3分)→蒸留水 (10分)→蒸留水 (10分)。卵

は産卵紙ごと溶液中に浸し，水滴を切って次の溶液

に移し，消毒後風乾して，漉紙を敷いた 9cmシャー

レに納め，解化状況を観察した。

3 )幼虫飼育法

餌は，インセクタ LFを用いた。若齢期から中齢ま

では，直径9cmの深型フ。ラスチックシャーレで集団

飼育とし，老齢以降は岡田 (1993)の核多角体病ウ



イルス生産用のハスモンヨトウの個別飼育法に準

じ，育商用連結ポット(大日本プラスチック製ピニ

ポット，底面の穴のない特注品)を用いて個別飼育

した。

ヴ 結果及び考察

1)採卵容器の試作

容器の試作以前は，スライド式のふたのついた一

辺約30cm立方体のアクリル製飼育容器を交尾に，ス

チロール円形容器を採卵に使用していた(平井，

1995)が，成虫の餌である10%蜂蜜溶液の交換時に

成虫が逃亡しやすい，鱗粉が飛散しやすい，立方体

容器の洗浄がしにくい，成虫を採卵容器に移す手聞

がかかる等の問題があった。これらを考慮、して試作

した採卵容器(交尾と採卵容器を兼ねる)の概要を

図4-4に示した。容器は上下に分離できるため，

洗浄は容易で、ある。横と上にあけた窓は，死体の除

去やハチミツ溶液の交換用であり，成虫の逃亡を防

ぐため直径は約10cmに押さえた。窓のふたには通気

性を確保するためパンチングしたアクリル板を用い

た。鱗粉は下の引き出しにたまるので，掃除機で除

去することによって，飼育室内での飛散を抑えるこ

とカfで、きる。

試作以前に用いていた交尾容器内でのオオタバコ

ガの産卵状況を観察した結果，産卵が容器の上端か

ら約10cmまでの部位に集中する傾向が見られたの

で，試作容器にはこの部位をカバーできるように採

卵用紙を取り付けるためのスリットを四隅上方に設

けた。オオタバコガ成虫は，毛羽立てた櫨紙面を好

んで産卵することから(平井， 1995)採卵用紙には，

ペーパータオルを表と裏を剥がして内側の毛羽立ち

の多い面を露出させたものや大型の櫨紙を10cm弱の

幅に切って真ちゅうブラシで毛羽立たせたものを使

い，スリットから容器内側に通し，容器外側に残っ

た部分を粘着テープで容器外側に張り付けて固定し

30cm 

採卵用ろ紙をみぞに通して

容器内側上方に固定する。

すのと(樹脂製パンチング板5mm厚)

アクリル製採卵容器

た。いずれの用紙を用いた場合でも，櫨紙以外の部

位への産卵は少なく，効率的に卵を得ることができ

た。

2 )卵の消毒

昆虫の大量飼育の際，病気の発生によって系統が

維持できなくなる等の問題が発生することがあり，

これを防ぐために飼育容器や器具の洗浄・消毒に加

え卵の消毒が行われている(島津， 1991;後藤・筒

井， 1991;国見， 1991))。そこで，現在当研究室で

ヨトウガ， シロモンヤヌゲ等の卵の消毒に用いている

方法(後藤・筒井， 1991)がオオ夕パコカ

でで、きるカかミ否カかミを調べた。消毒によるふ化率の低下は

特に認められず，オオタバコガにおいてもこの卵消

毒法が有効で、あった。なお，消毒時には，卵を採卵

用紙ごとアルコール溶液やホルマリン溶液に浸して

は移す作業を行うことから，厚みがあって吸水性の

高いペーパータオルは採卵用紙としては不向きであ

った。

3 )幼虫飼育法

共食いの習性が知られている種では個別飼育が必

要となる。飼育容器には，一般にアイスクリームカ

ップやシャーレが用いられるが，個々の種に合わせ

て作成した容器(若村， 1991;服部， 1991)や市販

の育苗容器(岡田， 1993)が使われる場合もある。

本研究では，若齢期から中齢までを直径9cmの深

型プラスチックシャーレを用いた集団飼育とし，発

育に従ってシャーレあたりの個体数を減らした。老

齢以降は，育苗用連結ポットと合成樹脂製の板のふ

た(適宜通気穴をあけたもの)を用いて個別飼育し

た。老齢幼虫のサイズが大きいヨトウカ、、等では36穴

のポットを用いるが，オオタバコ yゲの場合は， 49穴

のポットで十分な空間が得られ，幼虫は食べ残しの

インセクタ LF内で踊化した。個別飼育に使い捨て

の連結ポットを用いることにより，容器の洗浄・消

毒の手間を省くことができた。

エ要約

オオタバコガを大量に安定して実験に供試するた

め，飼育法の改良ならびに交尾・採卵容器の試作を

行った。ヨトウyゲ等で用いられている卵の消毒法な

らびにハスモンヨトウで用いられている連結育苗ポ

ットを用いた個別飼育法がオオタバコyゲにも適用可

能であることが明らかになった。また，試作した交

尾，採卵容器の使用により採卵を効率的に行うこと
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が可能になった。
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40)吉松慎一(1995)1994年に西日本で多発生したオ

オタバコ yゲとその加害作物，植物防疫12: 495-

499. 
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第5章自然条件下における寄生性天敵の探索

l 寄生性天敵の探索

ア研究目的

オオタバコyゲに対する生態系に調和した防除技術

を開発するため，四国地域の野外で発生するオオタ

バコガおよび近縁種のタバコガの幼虫寄生性天敵の

種類と寄生実態を明らかにし，天敵利用による生物

防除に利用できる有望な寄生性天敵を探索しようと

する。

イ研究方法

1995-'97年の 3か年にわたって，四国地域内でタ

バコカ、、類の発生が認められた 9-12月にかけて野外

よりオオタバコ yゲもしくはタバコガ幼虫(現時点で

は終齢幼虫以外は幼虫期での両種の識別は困難)を

採集した。採集幼虫はプラスチックカップ (40cc)

内で人工飼料(インセクタ LF)を与え， 25
0

C， 16L 

8Dの条件下で個体飼育し，天敵類の寄生状況を調

査した。寄生蜂の同定は農業環境技術研究所の小西

和彦主任研究官(現在，北海道農業試験場)と森林

総合研究所の前藤薫研究室長に依頼した。

ウ 結果及び考察

1) 1995年度調査

9月30日から10月17日まで，香川県仲多度郡琴南

町(タバコ結実期の圃場)，香川県善通寺市(オクラ:

四国農業試験場)，高知県南国市(オクラ)および愛

媛県北条市(オクラ:愛媛県農業試験場)で，タバ

コガ類の幼虫396頭を採集した。その結果，コマユバ

チ科の寄生蜂ギンケハラボソコマユパチ Meteorus

ρulchricornis (以下 M.ρulchricornisという)， ヒメ

パチ科の寄生蜂タバコアオムシヤドリパチ

Camjうoletis chlorideae， (以下C. chlorideaeとい

う)，寄生パエ(未同定)，頼粒病ウイルスが確認さ

れた(表 5-1 ) 0 C. chlorideaeによる死亡率が最

も高く，中齢幼虫で10.5%，若齢幼虫で14.3%に達

していた。

2) 1996年度調査

8月27日から12月16日まで香川県善通寺市(トマ

ト，オクラ，タバコ，ヤーコン)，香川郡香南町(タ

バコ)，三豊郡財団町(タバコ)および徳島県小松島

市(オクラ)においてオオタノfコガもしくはタバコ

ガの幼虫を合計2，076頭を採集した。その結果， 3種

の寄生蜂 (M.pulchricornis， C. chlorideae，未羽化

未同定1種)， 1種の寄生ノてエ(未同定)， 2種の糸

状菌 (Beauveriaゆ.， Nomuraω ril，りのおよび1種

のウイルス(頼粒病ウイルス))が確認された(表5

-2)。得られた天敵の大半は香南町および財団町採

集個体に由来していた。両町とも幼虫はタバコから

採集したものであり，天敵に寄生されずに羽化した

成虫はほとんどがタバコガであったことから，得ら

れた天敵の大部分はタバコ yゲに寄生していたものと

思われる。また， トマトおよびオクラで採集した幼

虫のほとんどはオオタノ〈コ yゲであった。

表5- 1 1995年に採集したタバコカ、、類幼虫の踊化率

と要因別死亡率

齢 調 査 嫡化率
死亡率(%)

虫数 (%) A B C D 不明

老齢 141 96.5 0.0 0.0 0.7 0.0 2.8 
中齢 171 76.0 1.8 10.5 2.3 4.7 4.7 
若齢 94 69.0 0.0 14.3 0.0 7.1 9.5 
全体 396 81.8 0.8 7.6 1.3 3.5 5.1 

A:M，寄e生teo蝿~US&末u/，同'ch定ric)or，nisD(寄:生頼時粒病，B : C.ルaスmpo/etis ch/orideae(寄生蜂)，
C: ウイJス

表5ー2 1996年に採集したタバコyゲ類幼虫の踊化率と要因別死亡率および羽化個体に

占めるオオタバコガ，タバコ方、の割合

齢 調査 踊イじ率
死亡率(%) 羽イじ成虫(%)

虫数 (%) A B C D E F G 不明 オオタ1¥つγ タハヮγ

若齢 462 67.1 0.2 24.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 7.8 10.6 89.4 
中齢 958 70.8 6.4 10.3 0.2 0.0 0.1 0.0 0.3 11.9 13.5 86.5 
老齢 656 69.4 7.3 0.0 6.4 0.2 0.3 0.6 0.0 15.9 9.2 90.8 
全体 2076 69.5 5.3 10.2 2.1 0.0 0.1 0.2 0.2 12.2 11.6 88.4 

A : .Meteorus pulchricornis(寄生蜂)， B :. Campoletis chlorideae(寄生蜂).， C:寄生蜂(未同定)， D :寄生
蝿(未同定)， E : Beauveria bassiana (糸状菌)， F : Nomuraea rileyi(糸状菌)， G:頼粒病ヴイルス
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れた。これらのうち， 2種の単寄生蜂 M.ρulchricoy司

nzsとC.chlorideaeはタバコヌゲ類から 3年連続し

て確認されており，土着の有力な幼虫寄生性天敵と

考えられる。

4・-Met凹 rus

勺企-Oampolotis 

寄生蜂 M.pulchricornisと C.ch lorideaeの代

替寄主による飼育

研究目的

野外探索より得られた寄生蜂 M.ρulchricornis

とC.chlorideaeを天敵として利用するため，簡易な

飼育法を開発しようとする。オオタバコガ幼虫は人

工飼料を用いた集合飼育では共食いが激しく，個体

聞の生育が揃わないので寄生蜂の飼育には適してい

ない。 M.ρulchricornisは寄主範囲が広く，様々な

鱗麹目昆虫が寄主となることが知られており，野外

から採集したハスモンヨトウにも寄生が確認されて

いる。また， C. chlorideaeもハスモンヨトウへの寄

生が確認されている。そこで，集合飼育が容易なハ

スモンヨトウ幼虫を代替寄主として寄生蜂の飼育が

可能かどうかを検討する。また，寄生蜂の寄生によ

る寄主ノ、スモンヨトウの発育の変化を明らかにす

2 

-D-Nom岬 e6

可告-8，回UYt:rIB

ベ)-GY

20 

18 

16 

14 

12 

10 

8 

6 

4 

2 

0 

8/27 

寄
生
率
(
%
)

o7 J 調査日

香川県三豊郡財田町の収穫後タバコ圃場に

おいて採集したタバコガ類幼虫における寄

生性天敵の寄生率の変動 (1996年)

9/10 

図 5-1

表5~ 3 1997年に採集したタバコガ類の踊化率と要

因別死亡率および羽化個体に占めるオオタ

バコガ，タバコガの割合

羽化成虫(%)

才オタ}¥，'Jt( タ}¥"Jj(

率(%)死亡

齢
齢
齢
体

若
中
老
全

今

'
u
n
y
n
y
c
J

3
6
6
1
 

'
A
弓
ゐ
唱
i
弓

&

86.8 
73.1 
83.1 
78.5 

不明

14.0 
10.4 
9.3 
10.6 

B 

4.0 
1.8 
0.0 
1.6 

A 

6.0 
3.7 
2.8 
3.7 

調査 虫面化率
虫数 (%) 

76.0 
84.1 
87.9 
84.1 

50 
164 
107 
321 

齢

A : Meteorus pulchricornis(寄生蜂)， B : Campoletis chlorideae(寄生蜂)

る。

イ研究方法

人工飼料で飼育している 2齢 2日目のハスモンヨ

トウ幼虫に寄生蜂を産卵させ，ハスモンヨトウを

25
0

C， 16L 8 Dの条件で飼育し M.ρulchricornisと

C. chlorideaeの卵・幼虫期間，踊期間および成虫寿

命を調査した。同様の方法でオオタバコカ、、を寄主と

した場合の卵・幼虫期間を調査した。また，寄生蜂

の寄生がハスモンヨトウ幼虫の発育に与える影響を

調べるため，寄生後2日毎にハスモンヨトウ幼虫の

生体重を調べた。

結果及び考察

オオタバコカ、、を寄主とした場合，M. μlchricor-

nzsの卵・幼虫期間は約11日であり， C. chlorideaeの

卵・幼虫期間は約 9日であった(表 5-4)。ハスモ

採集期間中の寄生率の変動の一例を図 5-1に示

した。香川県三豊郡財団町のタバコ圃場では1996年

秋季に M.ρulchricornisの寄生率が10月上旬に18

%， C. chlorideaeの寄生率が9月上旬に10%に達し

ウ

M.仰 1-

オオタバコガを寄主とした M. ρulchricor-
nisとC.chlorideaeの卵・幼虫期間

表5-4

平均土S.D.(日)

M pulchricornis 
C. chlorideae 

11.0士0.9
9.0:t0.4 

25・C，16L8D条件

供試虫数

7 
12 

名種
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ていた。

3) 1997年度調査

9月20日から12月11日まで香川県善通寺市(オク

ラ， タバコ， トマト， トウモロコシ，ケーノレ)およ

び岡山県邑久郡牛窓町(キャベツ)においてオオタ

バコ方、もしくはタバコ方、の幼虫を合計321頭採集し

た。この年は四国地域でのオオタバコグの発生量が

少なく，採集が困難で、あり，寄生性天敵として確認

きれたのは 2種の寄生蜂(c.chlorideae， 

chricornis)のみであった(表 5-3)。

要約

3か年の調査から，タバコ方、類の寄生性天敵とし

て3種の寄生蜂(コマユパチ科のギンケハラボソコ

マユパチ Meteorusρulchricornis，ヒメパチ科のタ

バコアオムシヤドリパチ Canψoletischlorideae，未

羽化未同定 1種)， 1種の寄生パエ(未同定)， 2種

の糸状菌 (Beauveriabassiana， Nomuraea ril，りの
および 1種のウィルス(頼粒病ウィルス)が確認さ

エ



表 5-5 ハスモンヨトウを寄主とした M.ρulchricornisとC.chlorideaeの卵・幼虫，

踊期間および成虫寿命

卵・幼虫期間 踊期間 成虫寿命
種名

供試虫数平均::I:S.D.(日)供試虫数平均::I:S.D.(日) 供試虫数平均::I:S.D.(日)

1400 

1200 

1000 

体
重 800

堅 6

400 

200 

。。

M pulchricornis 55 10.6::1:0.8 
C~ chlorideae 118 10.3::1:1.2 

250C， 16L8D条件

---対照区

ー←Can型rJole，出

唱 -Meteorus寄主5齢幼虫脱出型

-B-Meleo円筒寄主4齢幼虫脱出型

2 46 8  

寄生後日数

10 12日後

図5ー2 寄生蜂2種の寄生による寄主ハスモンヨト

ウの体重の変化

ンヨトウでは M.ρulchricornisの卵・幼虫期間は平

均10.6日，踊期間は 7日であり， C. chlorideaeの卵・

幼虫期間は平均10.3日，踊期間は約 7日であった(表

5 -5)。オオタバコガとハスモンヨトウにおける両

寄生蜂の卵・幼虫期間には有意差が認められなかっ

た (t-test，P > 0.05)。
M.ρulchricornisに寄生されたハスモンヨトウの

体重は，寄生蜂が寄主の 4齢期に脱出したもので

52.2mg， 5齢期に脱出したものでも最大115.5mgで、あ

り， C. chlorideaeに寄生されたハスモンヨトウでは

最大51.9mgで、あった。天敵に寄生されないハスモン

ヨトウの体重は最大で約1，300mgに達していたのと

比べると，体重の増加が大幅に抑制された(図 5-

2 )。この体重増加の抑制は摂食量の減少に伴うもの

であった。寄主は寄生蜂脱出後に死亡した。

寄生蜂 M.ρulchricornisは飼育試験の結果，雌成

虫のみが羽化し，交尾することなく雌卵を産む産雌

単為生殖を行うことが明らかとなった。本種はこれ

まで両性生殖を行うことが知られており (Askariet 

a1.，1977) ，四国地域に生息する産雌単為生殖系統は

本種を天敵として利用するための継代飼育や大量増

殖に適した系統であるといえる。

17 
98 

7.0::1:0.3 
7.1::1:0.8 

エ要約

34 
18 

57.9土17.5
32.1::1:16.7 

オオタバコヌゲの幼虫寄生蜂2種をハスモンヨトウ

幼虫を代替寄主として飼育した結果，M.ρulchricor-

nisの卵・幼虫期間は25
0

Cで約11日， C. chlorideaeは

約10日であり，オオタバコyゲ幼虫における発育期間

と有意差は認められなかった。このことから，寄生

蜂 2種を人工飼料による集合飼育が容易なハスモン

ヨトウ幼虫を代替寄主として飼育できることが明ら

かになった。両種寄生蜂に 2齢期に寄生されたハス

モンヨトウ幼虫の体重増加は著しく抑制され，寄生

蜂脱出時の体重は非寄生幼虫の約 5%であった。寄

主幼虫は寄生蜂に寄生されると，摂食量が減少する

とともに，寄生蜂脱出後に死亡した。

M.ρulchricornisは産雌単為生殖を行っており，

両性生殖系統に較べ雌成虫の生産が容易で、あり，天

敵として利用するための大量増殖に適している。

3 M. pulchricornisの発育速度，産卵曲線，成

虫の生存曲線

ア研究目的

オオタバコガの有力な土着天敵のーっと考えられ

るM.ρulchricornisは多くの隣遡目幼虫を寄主と

し，日本ではごく普通にみられる寄生蜂である

(Maeto，1989)。四国地域で採集された M. ρul. 

chricornisは産雌単為生殖系統であり，この系統の

発育，産卵，寿命の知見は得られていない。そこで，

M.ρulchricornisの産雌単為生殖系統の発育速度，

有効積算温度を明らかにするとともに，オオタバコ

カゃの生物的防除素材としての資質を評価するため，

成虫の産卵曲線，長期保存を想定した各温度条件に

おける成虫の生存曲線を明らかにする。

イ研究方法

1) M.仰 lchricornisの発育速度

ハスモンヨトウ 2令幼虫に寄生蜂を産卵させ，寄

主幼虫を16L8 Dの日長条件において15，17， 20， 
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-卵+幼虫

・鍋
A会期間

.0.2 

0.15 

0.1 

0.05 

発
育
速
度

。
20 30 

飼育温度 (OC)

飼育温度と M.ρulchricornisの発育速度の

関係

発育速度は発育日数の逆数。

10 。

図 5-3

100 

80 

20 

4 )。飼育温度と発育速度との直線関係(図 5- 3) 

から発育零点は卵・幼虫期が9.8
0
C，踊期が10.0

0
C，

卵から羽化までの有効積算温度は239.3日度であっ

た。(表5-7)。

2) M.ρulchricornis成虫の産卵曲線

雌成虫は25
0
Cでは20日間にわたって平均100卵を

産卵した(図 5-5，表 5-8)0 15
0
Cでは約30日に

わたって150卵を産卵し， 20
0Cより寿命が長く，産卵

数も多くなった。一方， 30
0

Cでは，寿命，産卵数が

減少し， 35
0

Cでは産卵をほとんどしなかった。

3) M.ρulchricornis成虫の長期保存

産卵をしない場合の成虫の寿命は，産卵した場合

よりも長くなり(図 5-6，表 5-8)， 25
0
Cでは38

日， 15
0Cでは67日となった。 10

0Cでの成虫寿命は平

均で118日と最も長かった。また，産卵能力について

5
0Cで保存した場合， 2か月後でも約100卵と産

35 

飼育温度(OC)

各温度における M.ρulchricornisの繭期生

存率

N>200 

60 

40 

生
存
率
(
%
)

30 25 20 15 

。

図 5-4

23， 25， 27， 30
0
Cの各温度で飼育し，寄生蜂が脱出

し踊化するまでの日数と成虫が羽化するまでの日数

を調べた。これらのデータから発育零点と有効積算

温度を算出した。また，踊期における生存率を

15-35
0
Cの範囲で5

0
C毎に 5段階で調べた。

2) M.ρulchricornis成虫の産卵曲線

羽化直後の成虫を16L8 Dの日長条件において

15， 20， 25， 30， 35
0
Cの各温度で10%ショ糖液を与

えて飼育し，毎日若齢のハスモンヨトウ幼虫を一日

あたり約24頭，約 8時間にわたって与え産卵させた。

ハスモンヨトウ幼虫は25
0
C，16L 8 Dの条件で飼育

し，寄生蜂幼虫の脱出数をもって産卵数とした。

3) M.ρulchricornis成虫の長期保存

オオタバコ方、の生物的防除素材として寄生蜂を利

用する場合，産卵能力を持った成虫の寿命が長いこ

とが望まれる。そこで，産卵させない環境での長期

保存の可能性を調べるため-5， 0， 5， 10， 15， 20， 

25， 30， 35， 40
0
Cの各温度で10%ショ糖液を与え飼

育した。-5，0および30
0
C以上の温度ではほぼ毎日

生存を確認した。他の温度では，はじめの 1ヶ月聞

はおよそ 1週間おきに，その後はおよそ 2週間毎に

生存を調べた。また，長期保存中の寄生蜂の産卵能

力を調べるため，一部の個体を用いて 1-2週間に

一回程度， 25
0

C温度条件で若齢のハスモンヨトウ幼

虫を寄主として産卵させ，寄生数を調査した。

ウ 結果及び考察

1) M.ρulchricorni・sの発育速度

寄生蜂 M.ρulchricornisの卵から成虫までに要

する日数はハスモンヨトウを寄主とした場合， 15
0

C 

で45日， 20
0
Cで23日， 25

0
Cで16日， 30

0
Cで14日程度

となった(表 5-6)0 2TC以上の高温では蝿期に発

育が遅延し(図 5-3)，生存率も低下した(図 5-

各温度における M.ρulchricornisの発育日

数

表 5-6

平均発育日数士S.E.(供試虫数)飼育温度

，、d
同

'
'
n
u
q
u

，、d
勾

'
n
U

旬

A
噌

A

今
&
弓
4

今
，
“
今
，
“
，
J

全期間

44.5土0.26(41)

33.1土0.13(76)

23.0土0.10(233)

18.0土0.06(80)

15.6土0.01(74)
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鰯

18.5:t0.14(41) 
14.3士0.16(40)
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卵・幼虫
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7.7士0.09(36)

("C) 
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異なった個体のデータを用いたため，卵・幼虫期と鋪期の合計が必ずしも全期間
にならない場合がある。標準誤差 (s.E.)のついてないデータは他の齢期から推
定した値。



M.ρulchricornisの発育零点と有効積算温度表5-7

有効積算温度発育零点r 回帰式発育段階

日度138.8 

97.0 

239.3 

。C9.8 

10.0 

9.7 

0.997* 

0.998* 

0.999* 
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卵・幼虫期

踊期

全期間

P<O.Oul 温度と発育速度が直線関係となる lS"""'2SoCの値を使って計算した。*

各温度における寄生蜂 M.仰 lchricornisの総産卵数と平均寿命

総産卵数 産卵させた場合の 産卵させない場合の
平均土S.E.(め 平均寿命::!:S.E.(め 平均寿命::!:S.E.(め

表5-8

飼育温度
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1
1
2
2
3
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異なったアルフアベットのついた平均値間では有意差が認められる(Iog変換後 Tukey-
Kramert回 t，P<O.OS)。
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図 5-6 各温度における産卵をさせない条件での寄

生蜂 M.ρulchricornis成虫の生存曲線

矢印は約 4時間で 1雌あたり 1卵以上の産

卵が確認された最長日数。

12 16 20 

羽化後日数(日)

各温度における寄生蜂 M.ρulchricornisの

産卵曲糠

1日あたり約24頭のハスモンヨトウ若齢

幼虫を約 8時間にわたって与え産卵させた。

34 32 28 24 8 4 
。。

図 5-5

カf明らかになった。

本種はアメリカにおいてマイマイガ防除のために

ヨーロッパから両性生殖系統が導入きれた経緯があ

る(Marsh，1979; Fusco，1981)。本種に関する報告は

未だ少なく (Askari，1977: Fuester et.al.，1993)，十

分解明されていない。ここで得られた産雌単為生殖

系統の発育，産卵，寿命に関する結果は本種を生物
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卵数に衰えの見られない個体がみられた。さらに，

10
0

Cでは100日以上保存しておいても産卵能力を保

持した個体 (25
0

Cで4時間 1雌あたり 1卵以上の産

卵)が見られた。一方， 30
0

C以上の高温やooC以下

の低温では成虫寿命は短かった。

このように寄生蜂 M.ρulchricornisの雌成虫は，

15
0

Cの冷涼な気温で産卵数が多く，また， 10
0

Cを中

心にした冷涼な温度帯で長期保存が可能で、あること



的防除素材として利用する上で重要な知見となる。

エ 要約

コマユパチ科の単寄生蜂 M.ρulchricornisの発

育零点は約10
0

C，有効積算温度は239日度であった。

成虫は産雌単為生殖で20-25
0

Cで約100卵， 15
0

Cでは

約30日にわたって150卵を産下した。この寄生蜂を低

温条件下で10%ショ糖液を与え飼育したところ， 5， 

10， 15， 20， 25
0

Cでそれぞれ平均寿命は70，118， 67， 

44，38日となった。また， 10
0

Cで100日間保存しても，

産卵能力を保持しており， 10
0

Cを中心とした冷涼な

温度帯で M.仰 lchricornisを長期期保存すること

がが可能で、あることが明らかになった。
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第 6章 生理活性物質および物理的防除資材等による防除法の開発

1 性フェロモン交信撹乱剤を用いた交尾阻害

による防除効果

ア研究目的

施設栽培においてはハウス両サイド関口部にネッ

トを張り，物理的にハウス内を隔離し，オオタバコ

カ、等の大型害虫の侵入を防止する対策がとられてい

る。しかし，わずかに侵入した害虫がハウス内で多

発生することがあり，ハウス内で発生した害虫の防

除対策を立てる必要がある。そこで，オオタバコヌゲ

の生理活性物質である性フェロモン交信撹乱剤を用

いた交尾阻害効果及び交尾阻害による幼虫密度抑制

効果を明らかにする。

イ研究方法

1)性フェロモン交信撹乱剤による交尾阻害効果

1a(6X17m)のビニールハウス 2棟を用い，

一方のハウスには性フェロモン交信撹乱剤(信越化

学製:オオタバコ yゲとワタアカミガの 7: 3混合

剤)100本をほぼ均一に処理し，他のハウスを対照区

とした。ハウスの両サイドは換気のための開閉を可

能とし，関口部にはネット(1mm目合)を張り，オオ

タバコ方、を含む大型の見虫の移出入を防止した。

作物を栽培しないビニールハウスに，未交尾のつ

なぎ雌と雄成虫を放飼して，放飼翌日につなぎ雌を

回収し，解剖して精包を調べ交尾率を調査した。1997

年の梅雨期，夏期，秋期の 3時期に，各時期とも 3

回試』験を行った。試験期間中は日没から早朝までハ

ウスのサイドを閉じた状態とした。

2 )性フェロモン交信撹乱剤による幼虫密度抑制

効果

前記1)試験の交信撹乱剤処理ハウスと対照ハウ

スにピーマン28株を栽培し， 1997年11月25日に未交

尾成虫20対を放飼し， 12月2日より約 1週間毎に 4

回すべてのピーマン'株上の卵および幼虫数を調査し

た。

ウ 結果及び考察

1)性フェロモン交信撹乱剤による交尾阻害効果

交信擾乱剤処理ハウスの交尾率は対照区に比べて

有意に低く(表 6-1，逆正弦変換後t-test，P< 

0.05)，交尾阻害効果が認められたが，対照区の交尾

率が低かった秋期の試験以外は交尾を完全に抑える

ことはできなかった。

2 )性フェロモン交信撹乱剤による幼虫密度抑制

効果

未交尾成虫放飼 1週間後のピーマンにおけるオオ

タバコ庁、の株当たり卵数は対照区が14.3卵に対し交

信撹乱剤処理区は9.9卵となり，交信撹乱剤処理ハウ

スが有意に少なかった(表 6-2， t-test， P<0.05)。

しかし，交信撹乱剤処理ハウスでも卵が産み付けら

れ，成虫放飼 2週間後には幼虫の発生が認められた。

従って，交信撹乱剤のみでは，被害の発生を防止す

ることは困難で、あり，他の防除手段と組み合わせて

防除効果を上げる必要がある。シロイチモジヨトウ，

ハスモンヨトウにおいても施設内では性フェロモン

交信撹乱剤単独処理では十分な防除効果が得られて

いない(高井・若村， 1993)。

エ要約

性フェロモン交信f畳乱剤を 1aのハウスに100本

処理すると，対照区に較べ交尾率を有意に低下させ

表6ー2 ピーマン栽培ハウスにおける交信撹乱剤処

理におけるオオタバコカ、、の虫数の推移

調査日 交信撹乱期j処理区

卵 若齢 中齢

12月2日 9.9:t6.6 0 。
9 4.5:t4.1 1.1土1.3 0 

16 2.0:t2.4 1.3:t 1.3 0 

対 照 区

卵 若齢 中齢

14.3士4.5 0 。
8.1土5.2 2.l:t1.5 0 

4.7:t2.3 2.2土1.5 0 

24 0.9士1.4 0.5士0.9 0.7土1.1 0.5士0.7 2.7士1.6 2.3:t 1.8 

19ゆ7年 11月25日に末交尾成虫 20対を放飼。数値は株当たり平均虫数士S.D。

表6-1 ビニールハウスにおける性フェロモン交信撹乱剤によるつなぎ雌の交尾阻害効果

交信 梅雨期 (7月15......17日) 夏期 (8月初~沼田) 杉凋 (10月7......9日)
撹乱
剤 供前雌数交周雌数交尾率% 供鵠雌数交周雌数交尾率% 儲舟雌数交周雌数交尾率%

設置
対照

20 
20 

3.3 16.5 
16.3 81.5 

10 
10 

0.3 
5.7 

各話験期間とも連続して3回試験を行った。数値は平均複を示す。
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3.0 
57.0 

10 
10 

o 0 
2.3 23.0 



ることはできるが，交尾を完全に抑えることは困難

であり，次世代幼虫が発生した。施設内においては，

他の防除手段と組み合わせて防除効果を上げる必要

がある。

2 紫外線トラップを用いた成虫捕獲による防

除効果

ア研究目的

紫外線ランプに誘引される成虫を捕獲して成虫密

度を下げ，次世代幼虫による被害を防止する物理的

な防除法を開発しようとする。そこで，ハウス内に

設置した紫外線トラップによる成虫の捕獲効率およ

び既交尾，未交尾成虫の放飼後の日別捕獲状況を明

らかにし，次世代幼虫の発生密度抑制効果を明らか

にする。また，性フェロモン交信撹乱剤処理が紫外

線トラップの捕獲に及ぽす影響を明らかにする。

イ研究方法

1)紫外線トラップによる既交尾成虫の捕獲

1a (6X17m)のビニールハウス 2t東を用い，

ノ¥ウス両サイド開口部にオオタバコグを含む大型昆

虫の移出入を防止するネット(1rnrn目合)を張り，

紫外線トラップ(シュアー製 MC8200，BL30w (波

長300-400nm，中心波長370nm))をビニールハウス

内に設置した。両ハウスで、は無加温で、ピーマン30株

を栽培した。標識をつけた既交尾のオオタバコ方、成

虫を放飼い紫外線トラップによる捕獲数を調べた。

成虫の捕獲試験は1998年 8，12月， 1999年 2， 4月

に行った(表 6-3)。

2 )紫外線トラップの捕獲に及ぽす交尾の有無お

よび、交信撹乱剤の影響

紫外線トラップに誘引きれるオオタバコカ、、成虫の

行動習性を明らかにするため既交尾，未交尾成虫を

放飼日毎に異なった標識を付けて放し，放飼後の捕

獲状況を調査した。未交尾成虫は1998年 7月21日か

ら8月2日にかけて放飼い既交尾成虫は 8月3日

から 6日にかけて放飼した(表 6-4)。紫外線トラ

ップの捕獲に及ぽす性フェロモン交信撹乱剤の影響

を見るため，交信撹乱剤処理ハウスと対照ハウスを

設けて試験を行った。

3)紫外線トラップによる既交尾成虫の捕獲によ

る卵密度抑制効果

ピーマン30株を栽培している 1aの無加温ハウス

2棟を用い，紫外線トラッフ設置ハウスと対照ハウ

スを設けた。 1998年11月30日に既交尾雌成虫16-17

頭を放飼し， 12月11日にピーマンに産み付けられた

卵数を調査した。

ウ 結果及び考察

1)紫外線トラップによる既交尾成虫の捕獲

紫外線トラップにより冬期以外はオオタバコガ既

交尾雌成虫の50%以上，既交尾雄成虫の70%以上が

捕獲できることが明らかになった(表 6-3)。この

試験で 2月下旬から 4月下旬にかけて紫外線トラ

ップに標識のされていない成虫が9頭捕獲され，無

加温ハウスでオオタバコ方、が越冬していることが確

認された。なお，越冬態は土中の踊と考えられる。

2 )紫外線トラップの捕獲に及ぼす交尾の有無お

よぴ交信撹乱剤の影響

夏期に行った放飼後の日別捕獲試験では，ほとん

どが放飼 2晩目までに捕獲されていた(表 6-4，

5 )。雌成虫の捕獲率は60-70%の範囲であった。雌

雄間では雄成虫の捕獲率が有意に高かった (X2検

定，P<0.05)。未交尾成虫(羽化後 0-2日)と既

交尾成虫(羽化後 2-5日)で捕獲率に差は認めら

れなかった (X2検定，P>0.05)が，雄成虫では既

交尾成虫のほうが早く捕獲される傾向であった。ま

た， Jolly-Seber法による推定した成虫の生存率に

雌雄，既・未交尾間で有意差は認められなかった(逆

正弦変換後分散分析，P>0.05)。未交尾で放飼した

雌成虫のうち紫外線トラップで捕獲されたものは全

て未交尾であった(表 6-5)。未交尾成虫の日当た

り生存率が雌成虫で70%程度，雄成虫が80%である

ことを考えあわせると，ほとんどの個体は交尾する

ことなく紫外線トラップに捕殺されたものと考えら

表6-3 ピーマン栽培ハウスにおけるオオタバコガ

既交尾成虫の紫外線トラップによる捕獲率

とハウス内越冬虫の捕獲数

雌成虫 雄成虫

紫外線トラップ放飼数 捕獲率 鵬司数 捕獲率

点止瑚問 領) 例) ( 頭 ) 似 )

1998年

8.3- 8.12 36 58 34 88 

11.30-12.21 16 56 17 88 

1999年

2.22-3.9 27 22 38 66 

3.17-4.20 

4.27-4.30 22 50 16 75 

羽化後2-5日の既受尾成虫に標識を付け放飼した。

無様識

成虫捕獲

数(頭)

O 

O 

7 
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ピーマン栽培ハウスにおける紫外線トラッ

プを用いたオオタバコ yゲ成虫捕獲による卵

密度の減少

日

日当たり生存率

平均値 (%) 

紫外線トラップの捕獲に及ぼす交信撹乱剤および、放飼成虫の雌雄，交尾の有無の影響ならび、に

J olly-Seber法により推定した成虫の生存率

8 9--12 

放飼雌数 捕獲数 調査株数

(頭頭株)

設置 16 9 15 0.27土且20

対照 17 0 15 2.53士0.98*

1998年11月30日に既交尾成虫を蹴司し， 12月11日に卵数調査を行った。

* .有意差あり (Mann.Whi回ey'sU test， }>:().05)。

株あたり卵数

平均:!:S.E
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ピーマン栽培ハウスへ放飼ひあオタバコ yゲ成虫の紫外線トラップによる日力捕獲状況に

及ぼす交信撹乱剤の影響

1)捕獲状況，捕獲率に交儲艶凶jの影響は認められなかった()(2検定，P->O.05)。
2)雌雄聞では捕獲率に有意差が認められた()(2検定， ，P(().05)o 
3)未完尾成虫.C羽佑後0""2日)と既交尾成虫(羽イじ後2""5日)ーで捕獲率に差は認められなかったが，

雄成虫では既交尾のほうが早く捕獲される傾向にあった (X2検定，，P(().05)。
4)推定生存率には有意差は認められなかった(逆正弦変換後分散分析，P->O.05)。

。

74 

84 

72 

81 

7 

8 

未来未来未未未未未来未未未両既既既

6 

10 

5 

10 

交尾率

(%) 

。

。

4 

9 

3 

2 

捕獲率

(%) 

2 

。

t
i
'
i
』
宝

n
U

Q
U
Q
d
η
t
R
U
 

q
d
o
o
η
t
o
o
 

η
t
n
x
U
F
O
F
O
 

8月

4 5 

25 26 27 28 29 30 31 

紫外線トラップ

3晩目以降
捕獲数

表 6-6

2 

p
n
u
n
H
u
n《
U
4
a
A

円

d
n
U
4
i
'
i

2 

-48-

2 

れる。実際にこの条件で未交尾の成虫を放飼してい

た7月27日から 8月3日までハウス内で卵や幼虫の

発生は確認できなかった(表 6-4)。同一条件の成

虫(雌雄，交尾の有無等)に対しては紫外線トラッ

プの捕獲状況や捕獲率に交信撹乱剤の影響は認めら

れなかった。

3 )紫外線トラップによる既交尾成虫の捕獲によ

る卵密度抑制効果

11月30日に成虫を放飼し， 12月11日に産み付け卵

数を調査した。紫外線トラップ設置ハウスでは，株
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当たり卵数が0.27卵であり，対照ハウスの2.53卵に

対し有意差が認められた(表 6-6， Mann-Whit-

ney's U test， P < 0.05)。
紫外線トラップは従来から害虫の発生予察等に利

用されてきたが(岩田， 1986)，物理的防除法として

利用しようという試みは多くはなかった(例えば，

石谷ら， 1997)。本試験で示したように，紫外線トラ

ップはオオタバコガ雄成虫に対しては捕獲による除

去効果が高く，未交尾雌の交尾成功率を低下させる

と考えられる。また，既交尾雌成虫に対しても捕獲

による防除効果が認められた。しかし，既交尾成虫

では紫外線トラップに捕獲されるまでに卵を産み付

けることがあり，より安定した防除技術を確立する

ためには，他の防除手段と組み合わせた防除技術を

開発する必要がある。

エ要約

紫外線トラップによって雌成虫の60-70%を捕獲

することができた。雄成虫の捕獲率は雌成虫より有

意に高<， 70-90%の値を示していた。未交尾雌成

虫の日当たり生存率が70%程度であることを考える

と，ほとんどの個体が交尾することなく紫外線トラ

ップに捕獲されるものと思われる。既交尾雌は未交

尾雌と捕獲率に差は認められなかったが，捕獲され

るまでに低密度ながら卵を産み付けることが明らか

になった。紫外線トラップによる成虫捕獲には性フ

ェロモン交信撹乱剤の影響は認められなかった。

3 紫外線トラップと寄生蜂 M.pulchricornisを

組み合わせた防除効果

ア研究目的

紫外線トラップによる成虫の捕獲によって，産み

付け卵数の密度抑制効果が認められるが，既交尾成

虫がハウス内に侵入すると，低密度ながら幼虫が発

生して加害する可能性がある。そこで，紫外線トラ

ップと第 5章で天敵として利用の可能性が示きれた

幼虫寄生蜂 M.ρulchricornisを組み合わせた，オオ

タバコヌゲの防除技術を開発する。

イ 研 究方法

1)紫外線トラップによる M.仰 lchiricornis捕

獲の可能性

紫外線トラップと M.ρulchiricornisを併用する

場合，放飼した寄生蜂が紫外糠トラップに捕獲され

ると天敵として利用することはできない。そこで，

ヒ、ニールハウスに寄生蜂を放飼い紫外線トラップ

による捕獲状況を調査した。試験は1999年5月から 7

月にかけて3四千子った。

2 )紫外線トラップと M.μlchiricornisを組み

合わせた防除効果

前記2の「紫外線トラップの捕獲に及ぼす交尾の

有無および交信撹乱剤の影響」試験に用いたハウス

において，放飼した成虫が産み付けた卵が1998年 8

月6日に確認された。各ハウスの株当たり卵数は5.1

卵と3.3卵であった。卵密度の高いハウスに M.ρul-

chiricornisを8月12日に112頭放飼し，卵密度の低

いハウスは寄生蜂無放飼の対照区とした。寄生蜂放

飼 1週間後の 8月18日に幼虫数，被害果率，寄生蜂

寄生率調査を行うために， 10株のピーマンからすべ

ての果実を収穫した。次世代成虫は 9月上旬に羽化

した。この時期に紫外線トラップによる成虫捕獲を

行い 9月14日に次世代幼虫数，被害果率を10株に

ついて調査した。

ウ 結果及び考察

1)紫外線トラップによる M.仰 lchiricornis捕

獲の可能性

M.ρulchiricornis放飼後，数日間紫外線トラップ

に捕獲された寄生蜂数を調べた。各放飼時期とも捕

獲数は 1頭以下であり ，M.ρulchiricornisは紫外線

ランプに走光性を示さず，紫外線トラップに捕獲さ

れないことが明らかとなった(表 6-7)。

2 )紫外線トラップと M.仰 lchiricornisを組み

合わせた防除効果

試験に用いたハウスでは前記2試験のために，紫

外線トラップを設置して 8月3日に既交尾と未交尾

雌成虫を合わせて10頭 8月4-6日にかけて既交

尾雌成虫32頭を放飼した(表 6-4)。その結果 8

月6日の株当たり卵数は寄生蜂放飼ハウス5.1卵，対

表 6-7 紫外線トラップによる寄生蜂 M. ρul-

chricornisの捕獲

加可日 加司虫数 捕獲数 捕獲率

{頭} {頭} (%) 

1999年

5月10日 56 1 1.7 

14 154 O O 

7月10日 110 1 0.9 
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表6-8 ピーマン栽培ハウスにおけるオオタバコカ、卵産み付け後の紫外線トラップと寄生蜂を

組み合わせた防除効果

調査日 調査項目 紫外線トラップ 紫外線トラップ

と寄生蜂鵬司 のみ

1998年

8月 6日株あたり卵数，平均:ts.E.制) 5.1:t 1.68(15) ns 3.3:t0.61(15) 

12 寄生蜂搬轍 112頭 0頭

18 株あたり幼虫数，平均:tS.E.(N) 8. 9:t 0.97(10) 官 4.7 :t0.65(1O) 

被害果率(調査果実数) 29.郡i>(729) 合 13.7%(1∞8) 

寄生蜂寄生率(調査虫数) 26.4%(89) 0%(4η 

9月1"'11 紫外線トラッフ捕獲数 54頭 75頭

雌成虫突尾率制) ゆも (29) ns 1切る(30)

14 株あたり幼虫数，平均:ts.E.似) 0.1:t0.1 (10) ns 0.9:t0.3 (10) 

被害果率(調査果実数) O.都i>(539) * 6.0010 (566) 

1) 8月3日までオオタバコガの卵と幼虫の発生は確認されなかった。
2) ns:ハウス間で有意差は認められなかった(t検定，あるいはカイ二乗検定P>O.05)。
3)大:ハウス間で有意差が認められた(t検定，あるいはカイ二乗検定 P<O.05)。
4) 8月18日と9月14日には，調査のため 1/3の株から果実を取り除いた。

照ハウス3.3卵となっていた。放飼した成虫のほとん

どが2晩目までに捕獲されることを考慮すると 8

月6日に放飼した成虫は 8月8日まで産卵した可能

性があり，寄生蜂放飼日の 8月12日までにピーマン

に産み付けられた卵数はさらに高まったものと思わ

れる。寄生蜂放飼 6日後の 8月18日の株当たり幼虫

数および被害果率は寄生蜂放飼ハウスで有意に高い

値を示していた(表 6-8)。これは寄生蜂放飼前の

株当たり卵数が多いこと，および、果実内へ食入した

幼虫に対して寄生蜂が寄生し難いこと等が関与して

いると思われる。

寄生蜂放飼ハウスでは幼虫期に寄生蜂が26.4%の

寄生率で働いていた。 9月上旬に羽化した成虫は紫

外線トラップによって寄生蜂放飼ハウスで54頭，対

照ハウスで75頭が捕獲された。捕獲された雌成虫の

交尾率は10%以下であった。

次世代幼虫による被害果発生期の 9月14日の株当

たり幼虫数は，寄生蜂放飼ノ、ウスでは0.1頭と少な

く，被害果率は0.4%であった。寄生蜂を放飼しない

紫外線トラッフ。のみのハウスでも，株当たり幼虫数

は0.9頭，被害果率は 6%と低い値を示していた。被

害果率には両ハウスで有意差が認められた。なお，

幼虫密度の減少には， 8月18日の調査で全体の 1/3

にあたる果実を取り除いた効果が含まれる。

これらの結果から 9月上旬の紫外線トラップに

よる成虫の捕獲数から，両ハウスの成虫発生量は多

発生であったといえるが，ハウス内で発生したオオ

タバコガの防除には紫外線トラップによる成虫の捕

獲が有効で、あったと言える。さらに寄生蜂を組み合

わせて放飼することによって，より安定した防除効

果が得られることが明らかになった。

紫外線トラップは正の走光性を持つ夜間活動性の

昆虫の捕獲に有効で、あり，一方，寄生蜂 M. ρul-

chricornisの寄主は広い範囲の鱗麹目昆虫に及ぶと

いう (Maeto，1989)0 5章で M.ρulchricornisの代

替寄主として利用したハスモンヨトウは，実際にも

紫外線トラップに捕獲された。また，露地圃場にお

いて M.ρulchricornisがハスモンヨトウの有力な

土着天敵になっていることも最近報告されている

(鈴木， 2000)。従って，紫外線トラップと寄生蜂 M.

ρulchricornisの併用は，ハウス栽培で問題となる他

の鱗麹目害虫への応、用も期待される。

エ要約

幼虫寄生蜂 M.ρulchricornisは紫外線トラップ

に捕獲されず，紫外線トラップ設置ハウスでも天敵

として機能することが明らかになった。ハウス内で
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発生したオオタバコ方、に対して紫外線トラップによ

る成虫の捕獲が有効であり，寄生蜂 M.ρulchricor-

nzsを組み合わせて放飼することによって，より安

定した防除効果が得られた。
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